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序文

企 業報告プロセスに、ジェンダー統計と男女別データ
の活用を統合することで、企業はパーパス（目的）

を新たにし、自らの最優先事項を設定、それを社会に向けて
発信することを可能にします。その企業が「職場」「市場」

「コミュニティ」におけるジェンダー平 等と女 性の
エンパワーメントの実現にどのように貢献するのかを
従業員、消費者、コミュニティ、投資家に伝え、理解して
もらうための鍵となります。
社会のあらゆる場に、より多くの女性が参画することで

企業は、女性のエンパワーメントの
実現に向けて、重要な役割を担って
います。方針を定め、それに基づいた
施 策 の 効 果を定 期 的に測 定・
報告し、最も大きなインパクトを生み
出せる分野に注力していくことが
期待されています。

世界はもっと良くなります。そのような変革をもたらす
パズルの重要なピースを持っているのが企業です。
ジェンダー平等の実現に向けて共に取り組むことの
メリットは、従業員の士気の向上、地域コミュニティとの
つながりの強化、収益の向上から、市場へのアクセスの
改善、売上げの増加と新たな投資に至るまで、広範囲に
及びます。

私は、すべての進歩的な企業・組織に対して、このハンド
ブックを活用し、ジェンダーに関連した方針や取り組みの
成果を体系的に測定することをお勧めします。それが
あなたの企業・組織の中で、そして、グローバルなサプライ
チェーンで、効果を生み出すのに役立つであろうことを
期待しています。

現在、何千ものWEPs署名企業が世界141カ国で
ジェンダー平等と女性のエンパワーメントに向けた取り組み
を行なっていますが、その中でも多くの進歩的な企業・
組織が、既に「Transparency and Accountability 
Framework　(透明性とアカウンタビリティのための
フレームワーク)」を活用しながら、ジェンダーに関連
した価値やパフォーマンスを統合する取り組みを強化し、
自社の報告システムへの浸透を図っています。あなたの
企業もこの「旅」に参加してくださることを願って
います。

ムハンマド・ナシリ
UN Womenアジア太平洋地域事務所長
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はじめに

ビジネスリーダーもステークホルダーも、
「価値のあるものすべてを数字で
表すことはできないが、測定されて
いないものを管理することは難しい」
という点には同意するでしょう。昨今の
企業による報告の取り組みは、特定の
問題に関する情報開示を行うことが、
いかに意味のある対応策につながる
かを示しています。

変化の引き金となる可能性があるにもかかわらず、
男女別データやジェンダー統計を活用して、自社の

「職場」、「市場」、「コミュニティ」でのジェンダー平等と
女性のエンパワーメントの達成状況を測定している企業は
少数です。データの開示・公表にいたっては、さらに少ない
でしょう。

従業員、消費者、投資家、市民社会を含む、多くのステーク
ホルダーが、企業に対して、ジェンダー平等に向けた
取り組みについて、より多くの情報を開示するよう求めて
います。その動きと並行して、ビジネスがジェンダー平等を
推進すべき合理的理由を示すエビデンスも増え続けて
います。そのエビデンスは、女性のエンパワーメントを
促進する明確な方針と対応策を打ち出し、ジェンダー
平等において進歩を遂げている企業は、よりレジリエント
であり、より力強い成長を遂げていることを示しています。

女性のエンパワーメント原則（WEPs）は、企業が「職場」、
「市場」、「コミュニティ」においてジェンダー平等と女性の
エンパワーメントを推進し、社会とビジネスの両方に 
ポジティブな変化を起こすための包括的なフレームワーク
です。国際労働基準及び人権基準に立脚し、企業は
ジェンダー平等と女性のエンパワーメントの実現に向けた
責任を担う主体であるという認識に基づいて、2010年に
UN Womenと国連グローバル・コンパクトによって策定
されました。2021年12月1日時点で、世界中で5700を
超える企業がWEPsに署名し、その実装にコミットして
います。

原則7に規定されるように、企業が「職場」、「市場」、
「コミュニティ」におけるジェンダー平等へのコミットメント
を遂行するには、透明性とアカウンタビリティ（成果責任：
コミットしたことを実現するための具体的な目標と行動計画を
設定し、資源を投入して取り組みを行い、進捗状況を
モニタリングし、成果を確認し、積極的な情報開示を行う
こと）が不可欠です。測定と報告の仕組みを作ることで、
企業のパフォーマンスと進捗状況をモニタリングし、変化を
追跡することが可能になります。

「WEPs Transparency and Accountability 
Framework　(透明性とアカウンタビリティのための
フレームワーク)」（以下、TAF）は、バリューチェーン全体で
ジェンダー平等を推進するために最も有効であり、尚且つ、
既存の報告等の枠組みとも連動した、包括的な指標を
提供することを目的としています。TAFを透明性の高い
報告を行うためのツールとして活用することで、企業は、
政府やその他のステークホルダーの支援も得ながら、
すべての女性と男性が参画できるジェンダー平等な経済の
実現に向けて、効果的な取り組みができるようになる
でしょう。

TAFは、既存のジェンダー関連の報告枠組みを土台とし、
それらと連動させることを目的としています。そこで、TAFを
開発するにあたり、既存の報告枠組み・指標の広範な
マッピングと、ジェンダーダイバーシティの評価指標をもつ
外部団体（ブルームバーグ、エクイリープ等）との意見
交換を行いました。
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WEPsジャーニー

WEPsジャーニー：６つのステップ

WEPsにコミットし、実装することで、企業は、
個別のニーズに沿った、インパクトを生み出す

施策を講じることができるようになります。それが、
業 界 全 体 で のジェンダ ー 平 等 の 推 進と包 摂 的 

（インクルーシブ）で持続可能な成長につながります。 
WEPsに署名した企業は、実装段階に入ります。

「WEPs Transparency and Accountability 
Framework　(透明性とアカウンタビリティのための
フレームワーク)」（以下、TAF）と「WEPs Action Planning 
Tool（行動計画ツール）」（以下、WEPs行動計画
ツール）が、「活性化(Activate)」「定着(Sustain)」
「報告（Report）」の一連のステップの実行をサポート
するためのツールです。WEPs 行動計画ツールは、
ジェンダー平等達成に向けた行動計画を策定し、
ジェンダー平等視点のある方針や施策を実装する際に
活用することができます。一方、TAFは、進捗状況を
確認・モニタリングし、公表するための推奨指標群を
提供します。

アジア地域のWEPs署名企業は、それぞれの国の
UN Women事務所を通じてWEPs 行動計画ツール

（WEPs Action Planning Tool）を活用することが
できます。（＊現在、日本のUN Women事務所では
対応しておりません。UN Womenバンコク地域
事務所にお問い合わせください。）

このツールを活用することで、ジェンダー平等の
推進に向けた自社の取り組みを評価し、取り組むべき
分野に優先順位を付け、行動計画を策定することが
できます。Excel版ツールにデータを入力する
ことで、最大の課題は何か、改善が必要な領域は 
どこかを特 定 することができます 。その結 果
に基 づ い て 、優 先 的 に 取り組 む べ き 領 域 、 
タイムライン、推進責任者、アカウンタビリティ・
メカニズム（成果に対する説明責任を果たす
メカニズム）、KPI、次のステップを含む行動計画を
作成できます。WEPs行動計画ツールは、WEPs
署名企業に対するメンターシップおよび実装サポート
プログラムの一環として提供されています。

ジャーニー

1.Consider
　検討する

6.Reoort
　報告する 2.Sign

　署名する

3.Activate
　活性化する

5.Sustain
　定着させる

4.Engage
　主体的に取り組む

Reactivate
再活性化する
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持続可能な開発のための2030アジェンダは、ジェンダー平等の実現を目的とし、同時に女性の人権とジェンダー
の多様性と包摂を進めることが包摂的かつ持続可能な成長のための前提条件であると宣言を通じ強調して
います。持続可能な開発目標5は「ジェンダー平等の達成およびすべての女性と女の子のエンパワーメント」
です。そして、ジェンダー平等の達成と女性と女の子のエンパワーメントは、他の持続可能な開発目標の進展に
おいても極めて重要です。　WEPsは、「持続可能な開発のための2030アジェンダ」と国連の持続可能な
開発目標の両方で掲げているジェンダー平等の達成を、ビジネス界で実現させるための主要な手段です。

TAFを活用することで、企業はジェンダー平等、女性のエンパワーメント、およびSDGs達成に向けた取り組みの
進捗状況を把握しモニタリングできます。加えて、いくつかの指標は特定のSDGターゲットやトピック、特に
ジェンダー平等に関する目標5、ディーセント・ワークと経済成長に関する目標8に関連するものに呼応して
います。（Annex 5「WEPs指標と他のジェンダー関連の報告要求事項の対照表」をご参照ください)。

参考資料：https://www.unwomen.org/en/news/in-focus/women-and-the-sdgs;https://www.adb.org/
publications/genderequality-sdgs-asia-pac
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Gender
Equality and

 Women’s
Empowerment

ジェンダー平等を達成し、
すべての女性・女の子の
エンパワーメントを図る

WEPsジャーニー

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人に
健康と福祉を

質の高い教育
をみんなに

ジェンダー平等を
実現しよう

安全な水とトイレ
を世界中に

エネルギーを
みんなに
そしてクリーンに

働きがいも
経済成長も

産業と技術革新
の基盤をつくろう

人や国の不平等
をなくそう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対策を

海の豊かさを
守ろう

陸の豊かさも
守ろう

平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで
目標を達成しよう
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(透明性とアカウンタビリティのためのフレームワーク:TAF）

WEPs Transparency and
Accountability Framework
(透明性とアカウンタビリティのための
フレームワーク : TAF）

TAFは、３つのカテゴリーに分かれています。(Annex 2
「指標のカテゴリーと基準」をご参照ください)

WEPsの実装、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントの
促進に向けた、企業の進捗状況を測定するための包括的なツール

TAFは、企業が自社のバリューチェーン全体でのジェンダー 
平等と女性のエンパワーメントの進捗を測るためのツール
です。WEPsだけではなく、SDGsや「国連ビジネスと
人権に関する行動原則」などの行動指針・枠組みにおける
進捗状況の測定と報告・情報開示にも活用することが
できます。（Annex 5「WEPs指標と他のジェンダー関連の
報告要求事項の対照表」をご参照ください)

TAFの指標は、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントの 
実現に向けて、「職場」、「市場」、「コミュニティ」に
お い て 、「 構 造 的な変 革を促 すことが できるか 」

「すべての人が享受できる、より公正な経済機会の
創 出を促 すことができるか 」という観 点から選 定
されました。指標の開発・選定過程では、企業目線で
の報告のしやすさと実現可能性も考慮しています。 
これらの指 標は、現 状を打 破 するためのツールで
あると同時に、企業や団体が、ジェンダー平等と女性の 
エン パ ワ ー メントに 向 け た 取り組 み の 進 展 度 を 
バリューチェーン全体で網羅的に捉え、理解するための
ツールでもあります。

1. 必須報告指標
（Essential Reporting Indicators)

2. 補完的報告指標
（Complementary Reporting 
Indicators）

3. �変化を促すために導入されたインプット
や施策の効果を測定する指標

（Input and Support Measure 
Indicators）

Creating Transparency on Gender Equality to Transform Business 3
The Women’s Empowerment Principles Monitoring and Evaluation Framework 
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企業はすべての「必須報告指標（Essential Reporting 
Ind icators）」について報告することが強く求め 
られます。また、UN Womenは、企業が「補完的指標 

（Complementary Reporting Indicators）」にも 
出来る限り対応することを求めます。WEPs公式 
ウェブサイト（www.weps.org）は、企業が公表もしくは
非公表で報告ができるプラットフォームを提供しています。

UN Womenは、政府や他のステークホルダーと密に 
協働し、「必須報告指標」を企業に義務付けられた報告・
情報開示事項に統合し、あらゆるセクター、国々、 
グローバル規模で構造的な変革を起こすことを目指して
います。

WEPs署名企業：規模、所在地、業種を問わず、 
国の法令の下に設立された、バリューチェーン 
全体でジェンダー平等と女性のエンパワーメント
にコミットしている企業（民間、公的、国有、組合を
含む)、業界団体、商工会議所。署名企業にはこの
フレームワークを活用することを推奨します。

政府、規制機関、大学等研究機関、市民社会組織、
企業の報告枠組み（corporate reporting 
platforms）は、このフレームワークを参照し、
情報開示・報告の際にジェンダー関連指標を 
必須項目として採用することを推奨します。
また、各国の政府や規制機関は、これらの指標を
規制、政策、法律、指導原則などに導入・統合し、 
ジェンダーダイバーシティの浸透した経済環境を
創出することが期待されます。

TAFに沿った報告の仕方

変化を促すために導入されたインプットや施策の効果を測定する指標
（Input and Support Measure Indicators）

組織の「変革」を促すために導入された「インプット」（資源の投入や施策）の効果測定は、ジェンダー平等と女性の 
エンパワーメントを達成するために必要不可欠です。例えば、育休は、より多くの父親と母親が育児のための休暇を
取るという「変革」を後押しする「インプット」として機能します。取得率と復職率を測定することで、人材（女性と男性）
の定着率を測定することができます。指標によっては、特定の業界（例：金融）や、男女に異なる影響を及ぼすことが
既にエビデンスによって示されていながら、データや報告・情報開示への対応が整備されていない新たな問題

（例：人工知能/AI）を対象とし、それぞれ注釈をつけています。

指標の分類

企業及び雇用主が、重点領域を特定し、
ジェンダーギャップを解消し、安全で包摂的

（インクルーシブ）な職場づくりに向けた
変革的アクションをとること

必須報告指標
（Essential 

Reporting Indicators）

ジェンダー平等に関して、明確な、
不可逆的かつ持続的な変化を測定する指標。

世界中のどの企業も容易に測定・報告できます。

補完的報告指標（Complementary Reporting Indicators）
「職場」、「市場」、「コミュニティ」におけるジェンダーに基づく構造的な

障壁の解消につながる主要分野での進捗状況を測定する指標。
すべての国、セクター、会社の規模に適用できる標準化された指標ではありません

透明性をより高く

WEPs Transparency and Accountability Framework
(透明性とアカウンタビリティのためのフレームワーク:TAF）
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TAFに沿った報告をするために、企業は何をすべきですか？

TAFに沿った報告をするために、
企業は何をすべきですか？ 

TAFを自社の既存のモニタリングと評価の枠組みに
統合することも可能ですし、ジェンダーに特化した

評価枠組みとして活用することもできます。年に１回、
もしくは、年間を通じて定期的にデータを更新することも 
できます。指標によっては、より高い頻度でデータを更新し、
報告することもできるでしょう。企業は、独立したジェンダー 
ダイバーシティ報告書として、もしくは、Annex 5「WEPs
指標と他のジェンダー関連の報告要求事項の対照表」で
紹介している既存のジェンダー関連の報告枠組みや、
サステナビリティ・ESG関連のレポートや統合報告書の
一環として、可能な限り、データを公表することが期待
されます。

データは以下のように報告されることが期待されます

 �会計年度: 過去1年のデータを提供すること。

 �捕捉対象: 最低でも従業員の80％を捕捉するデータ 
を提供すること。

 �ダイバーシティの追加カテゴリー: 可能な限り、 
他のダイバーシティカテゴリーと合わせて分析
することによって、交差性や、従業員ひとりひとりが

持つ多様なアイデンティティを把握することが求め
られます。例えば、以下のようなカテゴリーが一例
として挙げられます。

 �年齢：年代別のデータを示すことが求められます。 
30歳未満、30歳〜50歳、51歳以上など。

 �人種/民族（法的に認められており、妥当な場合
のみ）

 国籍

 障害

 性的指向

Creating Transparency on Gender Equality to Transform Business 5
The Women’s Empowerment Principles Monitoring and Evaluation Framework 
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TAFは、WEPsジャーニーにどのよう
に位置づけられているのでしょうか？ 

TAFは、WEPsジャーニーにどのように位置づけられているのでしょうか？

WEPs行動計画ツールとWEPsジェンダーギャップ分析ツールを併用する
ことを推奨します。TAFは、企業や経営者が、自社のバリューチェーン全体
でのジェンダー平等と女性のエンパワーメントの進捗状況を理解し、重要
分野での行動を促し、ジェンダーギャップを解消し、安全でインクルーシブな
職場を創出することをサポートするためのツールです。

ステップ１：
WEPsジェンダーギャップ

分析ツール

「職場」、「市場」、「コミュニティ」
でのジェンダー平等推進の 
パフォーマンスを網羅的に 
評価できます。匿名で活用する
ことができ、企業方針/コミット
メント、実施、効果測定、透明性

（情報開示）の４つの観点から
自社の弱点・課題を特定する
ことができます。

ステップ2：
WEPs行動計画ツール

「職場」、「市場」、「コミュニティ」 
で網羅的にジェンダー平等を
推進するための行動計画を 
策定します。WEPs行動計画 
ツールは、方針、実施、効果
測定、透明性（情報開示）に
おける優先課題を設定し、
取り組 み を サ ポ ートす る 
ためのツールです。TAFに
沿ってKPIを設定することで、
報告や進捗状況の可視化が
容易になります。

ステップ3：
WEPs Transparency 
and Accountability 
Framework　(透明性
とアカウンタビリティの
ためのフレームワーク: 
TAF）

WEPsに沿ってジェンダー
平等推進の進捗状況を測定し、
定期的な報告・情報開示を
促すためのツールとして、
内部・外部の指標の設定と
明確化に活用できます。指標
は、取り組みの進捗状況を測定
するための包括的な枠組み
です。

行動計画ツールはサポート
ツールであり、公表されて 
い るもの で は な い た め 、
報告のための必須条件では
ありません。（＊WEPs行動 
計画ツールは、現在、日本の
UN Women事務所では対応 
しておりません。UN Women 
バンコク地域事務所にお問い
合わせください。）

Equality Means 
Business:  
WEPs Brochure

WEPs Gender Gap 
Analysis Tool website
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TAFは、WEPsジャーニーにどのように位置づけられているのでしょうか？

必須報告指標（Essential Reporting Indicators）

リーダーシップ・
ポジションに
おける女性比率

1a 経営陣幹部・
取締役の女性比率

なぜこの指標が重要なのでしょうか？
世界全体で見ると、経営陣幹部に占める女性割合は29%、取締役に
占める女性割合はわずか22%です。女性リーダーを増やすことは、 
財務実績と株主価値（shareholder value）の向上、不正や汚職の
リスクの軽減、顧客と従業員の満足度の向上、投資家からの信頼の
向上、市場に関する知識・情報と市場での評判の向上といった
多くのメリットを企業にもたらします。女性リーダーが充分なサポート
と資源を与えられている場合、経営トップ層のジェンダーダイバーシティ
の向上は、ロールモデル効果を生み出し、多くの女性達がリーダー
シップ・ポジションを目指す後押しとなり、女性リーダーの固定的な
イメージや偏見の打破につながります。リーダーシップ・ポジション
に就く女性の数・割合の推移をモニタリングすることにより、企業が
根拠のあるマイルストーンを設定し、アカウンタビリティ（成果責任）
を果たすことを可能にします。

1b

独立社外取締役に
おける女性比率

（独立社外取締役を
設置している企業
のみ）

イコール・ペイ 2

各従業員カテゴリー
の男性に対する 
女性の基本給と 
報酬の比率（重要
事業拠点ごと）

なぜこの指標が重要なのでしょうか？
現在、世界の女性の報酬は、男性に比べて平均20％少ないことが
明らかです。それが資産、退職後の蓄え、収入の安定性における
男女間格差を生み出し、女性が様々なキャリア機会を最大限に活用
する際の足かせになっています。有色人種、障がい者、先住民、
移民の女性はさらに大きな賃金格差に直面しています。男女間の
賃金格差は女性の権利の侵害であり、多くの国で違法とされて
いますが、それに加え、賃金格差は従業員のモチベーションや
生産性を低下させ、結果的にビジネス・パフォーマンス自体にも
影響を及ぼします。同等の仕事をしている男性に比べてより少ない
報酬を支払われることで、女性の仕事へのコミットメントや会社に 
対する信頼が損なわれ、人材の獲得、離職率、定着率に負の影響が
出てきます。それは企業にとっては大きな経済的・時間的損失です。
近年、政府規制や国際的な報告枠組みが企業に対してイコール・
ペイに関する報告を求める動きが加速しており、男女間賃金格差
の解消が企業の法的責任、風評リスクに直結した責任事項と
なっています。

指標の概要

必須報告指標
（Essential 

Reporting Indicators）
ジェンダー平等に関して、明確な、 

不可逆的かつ持続的な変化を測定する指標。
世界中のどの企業も容易に測定・報告できます。

補完的報告指標（Complementary Reporting Indicators）
「職場」、「市場」、「コミュニティ」におけるジェンダーに基づく構造的な障壁の 

解消につながる主要分野での進捗状況を測定する指標。（すべての国、セクター、 
会社の規模に適用できる、標準化された指標ではありません）

下の表は、すべての必須報告指標と補完的
報告指標の概要と、これらの指標がいかに
より公平な職場への転換を可能にするのかを
示しています。
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職場での
機会平等

3a 新規採用における
女性比率

なぜこの指標が重要なのでしょうか？
女性はキャリアを通じて様々な差別に直面し、それは職場や経済
にも負の影響をもたらします。全体的に、女性の労働市場への
参加の進捗は停滞しています。男性の労働参加率が75％である
のに対して、女性の労働参加率は55％にとどまり、短期契約や
パートタイム契約での雇用に集中しています。職場での性差別は、
女性の経済的権利を侵害し、採用、昇進、キャリア形成の機会、
さらには女性と男性の育休取得・復帰にも負の影響をもたらします。
採用と昇進における女性割合を追跡することで、職場における
女性のキャリアアップの機会の状況をより深く把握し、会社全体で
女性登用を進めるためのパイプライン構築に役立てることができ
ます。世界全体で、女性は無償ケア労働の75％を担い、その割合は
母親になるとさらに増えます。従業員の育休復帰後の定着率を
追跡すると、働く親をサポートし、従業員が個人的な責任と仕事の
責任のバランスを取れるような企業風土になっているかを把握する
ことができます。さらに、女性と男性が必ず育休を取得できるように
する包括的な方針や施策は、労働市場での競争力と従業員の
定着率を向上させます。  

3b 昇進における
女性比率 

3c 育児休業取得後の
復職率（男女別）

安全で
インクルーシブ
な職場

4

暴力とハラスメント
に 関 す る 事 件 に 
対 処・対 応 す る 
ための、守秘を前提
とした苦 情 処 理 、 
紛争解決、報告及び
報復禁止について
の仕組みや手続きを
有している 

なぜこの指標が重要なのでしょうか？
女性に対する暴力とハラスメントは女性に対する人権侵害ですが、
世界中で、すべての業種、職業、仕事で起こっている問題です。
現在、この問題に関しては、合意された定量的指標というものは
ありません。企業データが収集されることは滅多になく、公表される
可能性はさらに低いのが現状です。しかしながら、女性に対する
暴力が世界的に蔓延していることを踏まえると、企業には、職場に 
おける暴力とハラスメントを根絶し、DVの被害を受けた女性従業員
をサポートするという重要な役割があります。ILO条約190は、
政府と企業が仕事での暴力とハラスメントに対応するための 
グローバルな枠組みを定めています。これには、匿名での 
プライバシーが確保された形での相談・苦情申し立て、解決、
不利益な取り扱いが起こらないメカニズムと手順の設置が含まれ
ます。女性に対する暴力とハラスメントによる経済的損失は大きく、
収入、機会、職場の生産性の低下により、国内総生産（GDP）が
3.7%も減少すると推定されています。この問題に適切に対応
することは、民間セクターに経済的利益をもたらすのです。

TAFは、WEPsジャーニーにどのように位置づけられているのでしょうか？
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補完的報告指標（Complementary Reporting Indicators）

報告領域 指標 合理的根拠

男性中心の職域
における女性の
登用

5
従来、女性の配置が
少ない職域における
女性比率

教 育における男 女 格 差は徐 々に縮まりつ つありますが、 
トレーニングやプロフェッショナルとしての専門能力開発に 
関しては、女性がアクセスできる機会は限定的であり、女性の 
職業技能は急速に変化するニーズに合致していません。その結果、
女性は「女性化された」業種や職域・ポジションに集中しています。
それらの業種・職域は、往々にして賃金が低いことが指摘されて
います。女性が、建設業、重工業、エンジニアリングのような、
従来、男性が中心的だった業種に参入する際、性差別的な規範、
慣行、場合によっては法律に直面します。

トレーニングと
能力開発 6

従 業 員 の 研 修 の 
平均時間（男女別、
従業員の職位別）

教育やトレーニングへのアクセスを向上させることが女性の 
労働参加率の向上に寄与することが既にわかっています。また、
組織内のリーダーシップ・ポジションへの女性の昇進を促進し、 
従来男性が中心的だった職域や役割に就く女性を増やすことを
可能にします。トレーニングや専門能力開発における男女格差を 
解消することで、企業も、現在必要とされているスキル、将来必要に 
なるスキルを持つ人材ベースを社内に構築することができ、
労働市場での競争力を高めることで人材を獲得し、定着させ、
従業員の生産性、機敏性、適応性を高めることができます。 
すべての業種でデジタル化や自動化が進む中、トレーニングと
教育における男女格差の解消は不可欠です。STEM（科学・技術・
工学・数学）領域で専門教育や能力開発を受けた女性が圧倒的に
少ないために、科学技術やデジタルに関連した産業が男性に偏って
いることは既に指摘されていますが、製造業や教育産業のような
女性が集中している業種や仕事でもデジタル化と自動化が急速に
進んでいるからです。   

ジェンダー視点
のある調達

7
女性が経営、または
所有する企業から
の調達の比率1 

女性が経営、または所有する企業は、ローカル及びグローバルの
バリューチェーンに参入するにあたり、限られた資金、家事育児など
の無償ケア労働、性差別的なビジネス環境といった、多くの障壁
に直面しています。同時に、女性が経営、または所有する企業は、
一部の地域においては最も急成長を遂げている市場セグメント
であり、グローバル経済の成長と新たな雇用の創出に寄与する 
ポテンシャルがあるとされています。女性が経営、または所有する
企業からの調達は、収益性の向上、新たな市場へのアクセス、 
サプライヤーの選択肢を向上、企業イメージと顧客ロイヤルティ
の向上につながります。また、女性は、サプライチェーンの中で
も特に不安定で低賃金な雇用やポジションに集中しています。 
最低賃金では、従業員とその家族の基本的ニーズを満たすには
不十分です。そこで、企業による生活賃金へのコミットメントは、 
サプライチェーンのすべての労働者が、その国・地域における
標準的な家族の基本的な生活ニーズを満たすのに十分は報酬が
支払われるよう努めることを意味しています。
1 IFC（国際金融公社）定義：P. 10ご参照 https://www.daiwa.jp/

products/pdf/bond/131105_2.pdf

8

ジェンダー平等に
コミットし て い る 
事業者からの調達
の比率

9

サプライチェーンに
おいて生活賃金が
支 払 わ れ て い る 
労 働 者 の 割 合 、
男女別

TAFは、WEPsジャーニーにどのように位置づけられているのでしょうか？
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ジェンダー視点の 
あるマーケティング 10

ジェンダーステレオ 
タイプに基づく表現 
を避け、女性と女の子 
のポジティブな描写
を 促 す 独 立し た 
マーケティング方針
がある、もしくは、
より大きな企業方針
においてコミット
メントを表明して
いる

広告や宣伝材料は、多くの場合、既存のジェンダーステレオ
タイプを反映し、それらを強化しています。ジェンダー平等に 
向けた変革的アプローチを採用することで、顧客ロイヤリティ 
を向上させ、市場でのアウトリーチを強化し、次世代の
優秀人材の獲得と定着率の向上を図ることができます。最初
のステップは、自社のマーケティング方針もしくはコミット
メントにジェンダー平等推進を明確に位置付けることです。
それにより、ジェンダーステレオタイプを助長するような 
表現を避け、女性と女の子のよりポジティブな描写を推進
することが可能になります。マーケティング・キャンペーン
では、ジェンダーステレオタイプにとらわれない表現、女性
と男性とジェンダーバランスの尊重、進歩的で知的で多様
な側面を持つ、主体的な存在としての男女の描写を主流化
していくことが求められます。インクルーシブでジェンダーに
配慮したマーケティングを行っている企業は、女性の人材
にとって、より魅力的な企業であるともいえるでしょう。

ジェンダー視点の 
ある製品設計と開発 11

製品の設計や提供に
包摂的なジェンダー
視点を統合するため
の方針がある、もしく
は企業方針の中で 
コミットメントを明確
にしている

製品の設計と提供の際にジェンダー視点を欠くと、既存
のジェンダー格差を増長し、新たな格差を生み出すリスク
が生じます。ジェンダー視点のあるプロダクト設計と提供
は、新たなビジネス機会を創出します。女性の個人消費の
総額は年間20兆米ドルであり、最も急速に成長している 
消費者経済です。2028年には世界の裁量消費支出の
75%が女性によるものになると推定されています。しかし
ながら、ヘルスケアやケアワークなど、多くの業界で、女性
のニーズを満たすようなサービスや商品の開発が十分に
されていない、投資されていない、という現状があります。

TAFは、WEPsジャーニーにどのように位置づけられているのでしょうか？



WEPs Transparency and Accountability Framework 11
Creating Transparency on Gender Equality to Transform Business 

ジェンダー視点の
ある社会貢献 12

協賛金等を通じた
資金提供もしくは
プ ロ ボ ノ支 援 に 
占めるジェンダー
平等を目的とした
プログラムの比率 

企業は、地域コミュニティのプログラムへの投資・支援を 
通じて、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントにも、 
価値があり、効果的な、責任のある貢献をすることができ
ます。そのためには、自社のCSR活動、フィランソロピー
活動、アドボカシー活動、パートナーシップ戦略に「ジェンダーの
視点」を主流化させること、アウトリーチの範囲を男女別
データを用いて追跡・モニタリングすることが求められます。 
また、投資や支援の対象となるプログラムを選定する際に
は、暴力、ハラスメント、無償ケアワークといった、ジェンダー
視点からの評価項目を必ず設けることで、少なくとも
そのプログラムが既存のジェンダー差別を強化することが 
ないように、また、可能な限り、ネガティブなジェンダー 
ステレオタイプや社会規範をなくすような取り組みになる
ように努めることが必要です。

ジェンダーに基づくリスクが存在するにもかかわらず、 
人権・社会的影響評価では、多くの場合、ジェンダー視点が
欠けています。2019年、国連のビジネスと人権に関する
ワーキンググループは、「ビジネスと人権に関する指導原則の
ジェンダー側面」を発表し、デューデリジェンスと救済への 
アクセスのすべての段階において、女性の人権を尊重
し、ジェンダー視点を主流化させるためのガイダンス 
（ジェンダー視点のあるリスク評価から、ジェンダー平等
の推進につながるような措置・救済策まで）を示しました。
現在、WEPsジェンダーギャップ分析ツールを活用した 
企業のうち、人権及び社会的影響評価で、ジェンダー視点に
基づいて男女に異なる影響・リスクを評価したのはわずか
9%です。また、自社が支援するコミュニティプロジェクト
の受益者数を男女別に示し、報告している企業はわずか
12%です。

TAFは、WEPsジャーニーにどのように位置づけられているのでしょうか？
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WEPs公式サイト（www.weps.org）
で報告するには？

WEPsの企業プロフィールページで報告
する 
WEPsに署名する際に、以下の３つのベースライン指標
のデータを提供することが求められます。

提供されたデータは、WEPs公式サイト上で作成した 
「企業プロフィールページ」で公表しない限り、WEPs 
事務局内で保管します。

WEPsジャーニーの「報告」段階では、WEPsの実装の 
進捗状況に関するあらゆるデータを「企業プロフィール 
ページ」上で共有・公表することができます。

1. ���従業員の女性比率

2. �管理職における女性比率

3. ���取締役会/執行における女性比率

現在(2021年3月)、以下の必須指標に
ついて報告することができます
1．従業員の男女比率

2．経営陣幹部における男女比率

3．取締役会における男女比率

4．男性に対する女性の給与の比率

5．新規採用における男女比率

6．昇進における男女比率とキャリア開発の機会（男女別）

7．育休復帰後の従業員の定着率（男女別）

8．�暴力とハラスメントに関する事件に対処・対応する 
ための、守秘を前提とした苦情処理、紛争解決、報告及び
報復禁止についての仕組みや手続きを有していること

各指標の詳細については、Annex3「必須指標の定義」を
参照してください。WEPs署名企業として、報告は任意
です。報告を希望する場合は、WEPs事務局と非公表で
進捗状況を共有するか、「企業プロフィールページ」で 
情報公開することができます。

WEPs公式サイト（www.weps.org）
で報告するには？
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WEPs公式サイト（www.weps.org）
で報告するには？

「企業プロフィールページ」上における公開または非公開情報の報告手順について

1. www.weps.orgにアクセス 

2. �www.weps.orgサイトの右上にある”Sign in”ボタン
をクリックし、ログイン

「公開」設定にしたデータは、企業プロフィールページの
下にグラフで表示されます。

3. �“Create/Edit Company Profile”ボタンをクリック
し、編集ページにアクセス

4. �ページ下にある”Share your Progress”ボタンを 
クリック

5. �各指標に関する質問に回答し、指標の右にある「公開」
「非公開」（青いボタン）を選択

6. �回答後、緑の”Save”ボタンをクリックし完了

詳しい報告手順については、ガイドライン（英語）を 
ご参照ください。

「企業プロフィールページ」にある一般情報の更新は、以下の手順を参照してください。
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A
nn

ex
 1 

「
主

要
な

用
語

と
定

義
」

本
書

で
使

用
さ

れ
る

用
語

と
定

義
の

一
覧

で
す

。指
標

毎
の

追
加

定
義

に
つ

い
て

は
A

nn
ex

 3「
必

須
指

標
の

定
義

」や
A

nn
ex

 4「
各

指
標

の
基

本
的

考
え

方
と

設
定

根
拠

」を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。

 �ジ
ェ

ン
ダ

ー
:生

物
学

的
違

い
と

は
対

照
的

に
、習

得
さ

れ
た

 
男

女
の

社
会

的
差

異
を

指
し

、年
月

に
よ

り
変

化
し

、各
文

化
内

や
 

異
な

る
文

化
間

で
広

い
変

異
の

幅
を

持
つ（

出
典：

U
N

 W
om

en
、

以
下

U
N

 W
om

en
）

 �性
別

:男
性

と
女

性
を

区
別

す
る

身
体

的
お

よ
び

生
物

学
的

特
性

（
U

N
 W

om
en

）

 �性
別

デ
ー

タ
:性

別
デ

ー
タ

と
は

、女
性・

男
性

別
及

び
少

女・
 

少
年

別
に

情
報

を
提

示
し

、性
別

に
横

断
的

に
分

類
さ

れ
た

デ
ー

タ
で

す
。性

別
デ

ー
タ

は
、た

と
え

ば
識

字
率

、教
育

水
準

、ビ
ジ

ネ
ス

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、雇
用

、賃
金

格
差

、扶
養

者
、家

屋
と

土
地

の
所

有
、融

資
や

信
用

、負
債

と
い

っ
た

社
会

の
す

べ
て

の
領

域
や

側
面

に
お

け
る

女
性

と
男

性
の

役
割

、現
実

、一
般

的
な

状
態

や
状

況
を

反
映

し
ま

す
。性

別
デ

ー
タ

が
欠

落
す

る
と

、不
平

等
な

 
境

遇
や

現
実

に
つ

い
て

理
解

し
、特

定
す

る
こ

と
が

よ
り

困
難

に
な

り
ま

す
。性

別
デ

ー
タ

は
、効

果
的

な
ジ

ェ
ン

ダ
ー

分
析

に
不

可
欠

で
す

。（
U

N
 W

om
en

）

 �女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
:女

性
が

自
己

肯
定

感
を

持
ち

、 
自

己
決

定
し

な
が

ら
生

き
、あ

ら
ゆ

る
場

で
の

意
思

決
定・

社
会

変
革

の
担

い
手

と
な

る
た

め
の

力
を

育
む

こ
と

。経
済

力
の

獲
得

は
、 

最
も

重
要

な
要

素
の

一
つ

。

 �従
業

員
:国

内
法

ま
た

は
そ

の
適

用
に

よ
り

組
織

と
雇

用
関

係
に

 
あ

る
個

人
(出

典：
G

RI
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
用

語
集

20
16

、以
下

(G
RI

))

 �労
働

者
:注

１：
「

労
働

者
」の

語
に

は
従

業
員

が
含

ま
れ

る
が

、こ
れ

に
限

る
わ

け
で

は
な

い
	�

注
２：

こ
れ

以
外

の
労

働
者

の
例

に
は

、実
習

生
、見

習
生

、自
営

業
者

、
報

告
組

織
以

外
の

組
織（

例：
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
）の

仕
事

に
従

事
す

る
者

な
ど

が
含

ま
れ

る
 （

G
RI

）

 �サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

:注
１：

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

は
、当

該
組

織
と

の
関

係
が

真
の

直
接

的
な

取
引

関
係

か
、間

接
的

な
取

引
関

係
か

に
よ

り
、さ

ら
に

詳
し

く
特

徴
付

け
ら

れ
る

	
注

２：
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
の

例
は

次
の

と
お

り
。た

だ
し

、こ
れ

に
限

ら
な

い
.

	
・	�

ブ
ロ

ー
カ

ー：
他

人
の

た
め

に
製

品
、サ

ー
ビ

ス
ま

た
は

資
産

の
売

買
を

行
う

人
ま

た
は

組
織

。労
働

力
を

提
供

す
る

請
負

代
理

人
も

含
む

	
・	�

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト：
法

的
に

認
定

さ
れ

た
職

業
的

、商
業

的
な

基
盤

に
よ

り
、専

門
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

や
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

人
ま

た
は

組
織

。コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

法
的

な
地

位
は

、個
人

事
業

主
ま

た
は

別
の

組
織

の
従

業
員

で
あ

る
	

・	�
請

負
業

者：
生

産
現

場
ま

た
は

現
場

外
で

組
織

の
た

め
の

作
業

す
る

個
人

ま
た

は
組

織
。請

負
業

者
は

、直
接

自
己

の
労

働
者

を
雇

用
し

た
り

、下
請

業
者

ま
た

は
自

営
請

負
人

を
用

い
た

り
す

る
こ

と
が

あ
る

 
	

・	
デ

ィ
スト

リ
ビ

ュ
ー

タ
ー：

他
社

に
商

品
供

給
を

行
う

個
人

や
組

織
	

・	�
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

加
盟

店
、ラ

イ
セ

ン
シ

ー：
報

告
組

織
か

ら
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

ま
た

は
ラ

イ
セ

ン
ス

を
許

諾
さ

れ
た

人
ま

た
は

組
織

。
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

や
ラ

イ
セ

ン
ス

は
、商

品
の

生
産

や
販

売
と

い
っ

た
特

定
の

商
業

活
動

を
許

諾
す

る
も

の
で

あ
る

	
・	�

 自
宅

労
働

者：
自

宅
ま

た
は

そ
の

他
自

分
で

選
択

し
た

場
所

（
雇

用
主

の
職

場
を

除
く

）で
、報

酬
を

得
る

た
め

に
仕

事
を

行
い

、雇
用

主
が

指
定

し
た

製
品

ま
た

は
サ

ー
ビ

ス
を

も
た

ら
す

労
働

者
	

・	�
 自

営
請

負
人：

組
織

、請
負

業
者

、ま
た

は
下

請
業

者
の

た
め

に
仕

事
を

行
う

人
ま

た
は

組
織

 
	

・	�
 製

造
業

者：
販

売
す

る
た

め
の

製
品

を
製

造
す

る
人

ま
た

は
組

織
  

	
・	�

 一
次

生
産

者：
原

材
料

を
栽

培
、収

穫
、抽

出（
採

取
）を

行
う

人
ま

た
は

組
織

 
	

・	�
 下

請
け

業
者：

組
織

の
た

め
に

現
場

の
中

も
し

く
は

外
で

働
く

人
ま

た
は

組
織

で
、請

負
業

者
と

直
接

の
契

約
関

係
に

あ
る

も
の

（
組

織
と

は
直

接
の

契
約

関
係

が
な

い
場

合
も

あ
る

）。
下

請
業

者
は

、自
己

が
直

接
に

労
働

者
を

雇
用

す
る

こ
と

も
あ

り
、自

営
請

負
人

を
使

う
こ

と
も

あ
る

  
	

・	�
卸

売
業

者：
他

者
が

小
売

を
す

る
た

め
に

製
品

を
大

量
に

販
売

す
る

個
人

ま
た

は
組

織
 （

G
RI

）

Annex 1
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A
nn

ex
 2
 

「
指

標
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
と

基
準

」
カ

テ
ゴ

リ
ー

基
準

概
要

必
須

報
告

指
標

（
Es

se
nt

ia
l R

ep
or

ti
ng

 In
di

ca
to

rs
） 

女
性

の
状

況
に

関
し

て
、持

続
的

で
不

可
逆

的
な

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

変
化

を
測

定
す

る
指

標
。

変
革

性
国

連
事

務
総

長
の「

女
性

の
経

済
的

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

に
関

す
る

ハ
イ

レ
ベ

ル
パ

ネ
ル

」(
20

17
)で

掲
げ

ら
れ

た「
女

性
の

状
況

の
持

続
的

か
つ

不
可

逆
的

な
改

善
に

資
す

る
成

果
」を

測
定

す
る

た
め

の
指

標
。2

回
答

可
能

性
の

高
さ

/
報

告
の

し
や

す
さ

G
R

Iを
含

む
現

行
の

報
告

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

情
報

開
示

の
枠

組
み

に
含

ま
れ

て
い

る
指

標
を

中
心

に
、風

評
や

法
的

な
リ

ス
ク

は
限

定
的

だ
と

考
え

ら
れ

、測
定

と
デ

ー
タ

収
集

が
し

や
す

い
項

目
な

ど
、企

業
に

よ
る

積
極

的
な

報
告

が
見

込
め

る
指

標
。

・ 
W

EP
sジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

分
析

ツ
ー

ル
の

他
に

、最
低

６
つ

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

関
連

の
報

告
枠

組
み

に
含

ま
れ

て
い

る
指

標
・ 

グ
ロ

ー
バ

ル
基

準
/S

D
G

sと
整

合
す

る
指

標
・ 

既
に

広
く

認
知

さ
れ

た
測

定
枠

組
み（

G
R

Iな
ど

）に
採

用
さ

れ
て

い
る

指
標

補
完

的
報

告
指

標
（

C
om

pl
em

en
ta

ry
 R

ep
or

tin
g 

In
di

ca
to

rs
）

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

全
体

に
お

け
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

基
づ

く
構

造
的

な
障

壁
の

解
消

に
向

け
た

進
捗

状
況

を
測

定
す

る
指

標
。た

だ
し

、す
べ

て
の

国
、セ

ク
タ

ー
、会

社
の

規
模

に
適

用
で

き
る

標
準

化
さ

れ
た

指
標

で
は

な
い

。補
完

的
 

報
告

指
標

は
、測

定
基

準
と

情
報

開
示

の
必

須
項

目
に

 
関

す
る

合
意

形
成

が
進

む
過

程
で「

推
奨

報
告

指
標

」と
い

う
位

置
付

け
に

格
上

げ
さ

れ
る

可
能

性
も

あ
る

。

変
革

性
国

連
事

務
総

長
の「

女
性

の
経

済
的

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

に
関

す
る

ハ
イ

レ
ベ

ル
パ

ネ
ル

」(
20

17
)で

掲
げ

ら
れ

た「
女

性
の

状
況

の
持

続
的

か
つ

不
可

逆
的

な
改

善
に

資
す

る
成

果
」を

測
定

す
る

た
め

の
指

標
。

回
答

可
能

性
の

高
さ

/
報

告
の

し
や

す
さ

現
行

の
報

告
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
情

報
開

示
の

枠
組

み
に

含
ま

れ
て

い
る

指
標

を
中

心
に

、測
定

と
デ

ー
タ

収
集

が
し

や
す

い
項

目
な

ど
、企

業
の

積
極

的
な

報
告

が
見

込
め

る
指

標
。

・ 
W

EP
sジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

分
析

ツ
ー

ル
の

他
に

、最
低

４
つ

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

関
連

の
報

告
枠

組
み

に
含

ま
れ

て
い

る
指

標
・ 

広
く

認
知

さ
れ

た
測

定
枠

組
み

で
は

な
い

、も
し

く
は

、業
界

、地
域

、企
業

の
規

模
に

よ
っ

て
状

況
が

異
な

る
の

で
、一

般
的

に
用

い
ら

れ
る

こ
と

が
少

な
い

指
標

変
化

を
促

す
た

め
に

導
入

さ
れ

た
イ

ン
プ

ット
や

施
策

の
効

果
を

測
定

す
る

指
標

（
In

pu
t a

nd
 S

up
po

rt
 M

ea
su

re
 In

di
ca

to
rs

）
報

告
指

標
で

良
い

結
果

を
出

す
た

め
に

必
要

な
政

策
、 

取
り

組
み

、成
果

。例
え

ば
、該

当
す

る
す

べ
て

の
親

が
 

育
休

を
取

得
し

た
と

い
う

成
果

は
、す

べ
て

の
親

を
対

象
と

し
た

育
休

制
度

と
い

う「
イ

ン
プ

ット
」や

、育
休

取
得

者
と

復
職

率
の

男
女

別
デ

ー
タ

に
よ

っ
て

裏
付

け
ら

れ
ま

す
。

以
下

の
測

定
可

能
な

ア
ウ

ト
プ

ット
と

ア
ウ

ト
カ

ム（
成

果
）が

W
EP

s原
則

1〜
6に

共
通

す
る

、変
革

を
起

こ
す

た
め

の
必

須
要

素
で

す
。

1．
方

針
と

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

2．
目

標
と

タ
ー

ゲ
ット

3．
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

実
装

4．
男

女
別

デ
ー

タ
の

収
集

と
報

告
 

イ
ン

プ
ット

（
投

入
）、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

、 
ア

ウ
ト

カ
ム（

成
果

）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
な

職
場

の
創

出
と

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

全
体

で
の

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
の

推
進

に
向

け
た

、W
EP

sの
実

装
に

お
け

る
企

業
の

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

、取
り

組
み

、進
捗

状
況

を
測

定
で

き
る

よ
う

な
イ

ン
プ

ット
（

投
入

）、
ア

ウ
ト

プ
ット

、ま
た

は
ア

ウ
ト

カ
ム

（
成

果
）を

指
標

と
す

る
。

定
量

的
も

し
く

は
 

定
性

的
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
全

体
の

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
に

資
す

る
よ

う
な

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

、方
針

、取
り

組
み・

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

広
範

に
捕

捉
で

き
る

よ
う

な
定

量
的

も
し

く
は

定
性

的
指

標
。

グ
ロ

ー
バ

ル
な

 
関

連
性

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
を

実
現

す
る

た
め

に
必

要
な

基
本

的
な

指
標

で
あ

り
、グ

ロ
ー

バ
ル

な
報

告
指

標
の

形
成

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
よ

う
な

指
標

。
・ 

業
界

や
規

模
に

関
係

な
く

、す
べ

て
の

企
業

に
該

当
す

る
も

の
・ 

W
EP

sジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
分

析
ツ

ー
ル

に
合

致
し

て
お

り
、W

EP
sの

達
成

に
資

す
る

も
の

業
界

に
特

有
の

も
の

そ
れ

ぞ
れ

の
業

界
、役

割
、産

業（
例：

金
融

）に
特

有
の

指
標

や
、男

女
に

異
な

る
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
が

既
に

エ
ビ

デ
ン

ス
に

よ
っ

て
示

さ
れ

て
い

な
が

ら
、デ

ー
タ

や
報

告・
情

報
開

示
へ

の
対

応
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

新
た

な
問

題（
例：

人
工

知
能

/A
I）

に
関

す
る

デ
ー

タ
収

集
を

目
的

と
し

た
指

標
。
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「
必

須
指

標（
Es

se
nt

ia
l I

nd
ic

at
or

s）
の

定
義

」
 �従

業
員

の
男

女
割

合

指
標

: 総
従

業
員

数
に

占
め

る
女

性
と

男
性

の
従

業
員

の
割

合

定
義

:従
業

員
に

は
、①

無
期

の
正

規
雇

用
、及

び
、②

フ
ル

タ
イ

ム
 

換
算（

FT
E

）さ
れ

た
有

期
雇

用（
季

節
雇

用
な

ど
）労

働
者

数
が

含
ま

れ
ま

す
。こ

れ
は

、民
間

セ
ク

タ
ー

業
務

の
統

一
指

標
（

Th
e 

H
ar

m
on

iz
ed

 I
nd

ic
at

or
s 

fo
r 

Pr
iv

at
e 

Se
ct

or
 

O
pe

ra
tio

ns
 H

IP
SO

3 ）
の

フ
ル

タ
イ

ム
換

算
の

定
義

を
踏

襲
す

る
も

の
で

、直
接

雇
用

さ
れ

た
個

人
及

び
人

材
派

遣
会

社
な

ど
の

 
第

三
者

機
関

を
通

じ
て

雇
用

さ
れ

、当
該

企
業

の
事

業
場

で
の

業
務

に
直

接
的

に
携

わ
っ

て
い

る
個

人
が

含
ま

れ
ま

す
。ま

た
、季

節
雇

用
、

契
約

ベ
ー

ス
、パ

ー
ト

タ
イ

ム
な

ど
で

雇
用

さ
れ

て
い

る
フ

ル
タ

イ
ム

換
算

の
雇

用
数

も
含

み
ま

す
。 

算
出

方
法：

フ
ル

タ
イ

ム
換

算
の

女
性

従
業

員
の

割
合

を
算

出
す

る
に

は
、フ

ル
タ

イ
ム

換
算

女
性

従
業

員
の

総
数

を
数

え
、そ

の
数

を
 

フ
ル

タ
イ

ム
換

算
従

業
員

の
総

数
で

割
り

ま
す

。男
性

従
業

員
の

割
合

も
同

じ
よ

う
に

算
出

し
ま

す
。上

記
の

H
IP

SO
の

定
義

に
従

っ
て

、 
パ

ー
ト

タ
イ

ム
雇

用
は

、比
列

配
分

で
フ

ル
タ

イ
ム

換
算

雇
用

に
換

算
で

き
ま

す
。（

当
該

国
の

定
義

に
準

じ
ま

す
が

、例
え

ば
、週

当
た

り
の

労
働

時
間

が
40

時
間

で
あ

れ
ば

、週
24

時
間

の
仕

事
は

フ
ル

タ
イ

ム
換

算
で

0.
6と

な
り

ま
す

）季
節

的
、短

期
的

な
仕

事
は

、働
い

た
期

間
内

に
報

告
さ

れ
た

労
働

時
間

が
比

列
配

分
さ

れ
ま

す
。（

例
え

ば
、３

ヶ
月

間
の

フ
ル

タ
イ

ム・
ポ

ジ
シ

ョ
ン

は
、1

年
間

の
期

間
の

フ
ル

タ
イ

ム
換

算
で

0.
25

と
な

り
ま

す
）も

し
情

報
が

入
手

で
き

な
い

場
合

、経
験

則
で

は
概

ね
パ

ー
ト

タ
イ

ム
雇

用
の

2人
分

が
フ

ル
タ

イ
ム

雇
用

の
1人

分
に

相
当

す
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

 �経
営

陣
幹

部
に

お
け

る
男

女
割

合

指
標：

経
営

陣
幹

部
の

総
数

に
対

す
る

、経
営

陣
幹

部
の

女
性

と
男

性
の

割
合

定
義：

経
営

陣
幹

部
は

、C
-S

ui
te

レ
ベ

ル
も

し
く

は
同

等
の

FT
E換

算
の

 
従

業
員（

例：
マ

ネ
ー

ジ
ン

グ・
デ

ィレ
ク

タ
ー

、パ
ート

ナ
ー

）と
し

て
定

義
さ

れ
ま

す
。役

職
名

は
企

業
の

規
模

や
スト

ラ
ク

チ
ャ

ー
に

よ
っ

て
異

な
る

の
で

、 
W

EP
s署

名
企

業
は

、自
社

の
ど

の
役

職
が

C
-S

ui
te

に
相

当
す

る
か

を
自

ら
判

断
し

ま
す

。

算
出

方
法：

女
性

の
経

営
陣

幹
部

の
割

合
を

算
出

す
る

に
は

、女
性

の
経

営
陣

幹
部

の
数

を
経

営
陣

幹
部

の
総

数
で

割
り

ま
す

。

 �取
締

役
会

に
お

け
る

女
性

と
男

性
の

割
合

指
標：

取
締

役
会

に
お

け
る

女
性

と
男

性
の

割
合

定
義：

取
締

役
会

メ
ン

バ
ー

と
は

、取
締

役
会

で
積

極
的

な
役

割
を

担
う

 
メ

ン
バ

ー
と

定
義

づ
け

ま
す

。「
積

極
的

な
役

割
」に

は
、重

要
な

意
思

決
定

事
項

に
対

し
て

、ア
ド

バ
イ

ザ
ー

的
な

立
場

で
助

言
を

行
う

と
い

う
行

為
も

含
ま

れ
、そ

の
場

合
は

組
織

内
の

フ
ル

タ
イ

ム
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

就
い

て
い

る
こ

と
が

必
須

要
件

に
は

な
り

ま
せ

ん
。

算
出

方
法：

取
締

役
会

の
女

性
の

割
合

を
算

出
す

る
に

は
、取

締
役

会
の

 
女

性
数

を
取

締
役

会
の

人
数

の
総

数
で

割
り

ま
す

。

 �男
性

の
給

与
に

対
す

る
女

性
の

給
与

の
比

率

指
標：

男
性

の
給

与
に

対
す

る
女

性
の

給
与

の
比

率

定
義：

女
性

と
男

性
の

給
与

に
は

次
の

３
つ

の
要

素
が

あ
り

ま
す

①
�　

固
定

給
与：

安
定

的
も

し
く

は
固

定
ベ

ー
ス

で
受

け
取

る
給

与
。

つ
ま

り
、従

業
員

は
毎

月（
も

し
く

は
給

与
期

間
）同

じ
金

額
を

受
け

取
り

ま
す

。
②

�　
追

加
給

与：
臨

時
に

受
け

取
る

給
与

。残
業

代
や

従
業

員
が

負
担

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

か
っ

た
費

用
の

補
償

な
ど

で
、金

額
は

月
ご

と
（

ま
た

は
支

払
い

期
間

）に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

③
�　

変
動

給
与 ：

従
業

員
個

人
の

業
績

、ま
た

は
、会

社・
組

織
全

体
の

成
果

に
よ

っ
て

支
払

わ
れ

る
給

与
。 

 算
出

方
法：

す
べ

て
の

給
与

を
合

計
し

、女
性

の
数

で
割

っ
て

、女
性

の
給

与
を

算
出

し
ま

す
。男

性
に

つ
い

て
も

同
じ

よ
う

に
算

出
し

ま
す

。
次

に
、女

性
の

給
与

の
平

均
額

を
男

性
の

給
与

の
平

均
額

で
割

り
ま

す
。

現
金

給
与

、ま
た

、現
物

給
与

は
客

観
的

な
経

済
的

価
値

に
換

算
し

て
、

税
金

や
社

会
保

険
と

同
じ

よ
う

に
、従

業
員

に
支

払
わ

れ
た

の
か

公
的

機
関

に
支

払
わ

れ
た

か
に

か
か

わ
ら

ず
、算

出
さ

れ
、カ

ウ
ン

ト
さ

れ
る

べ
き

で
す

。給
与

デ
ー

タ
を

計
算

す
る

に
は

、比
較

可
能

で
あ

る
必

要
が

あ
り

、ま
た

、期
間

も
す

べ
て

の
従

業
員

で
、可

能
で

あ
れ

ば
1年

間
に

 
統

一
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。対
象

期
間

を
1年

と
す

る
場

合
、就

業
か

ら
1年

に
満

た
な

い
従

業
員

を
含

め
る

場
合

に
は

、比
例

さ
せ

て
1年

間
分

の
給

与
に

換
算

し
ま

す
。就

業
し

て
か

ら
６

ヶ
月

の
従

業
員

に
関

し
て

は
、給

与
を

２
倍

に
し

て
計

算
し

ま
す

。固
定

給
与

が
年

間
15

,0
00

の
従

業
員

で
、1

日
あ

た
り

の
就

業
時

間
が

通
常

の
50

％
の

場
合

は
、年

間
30

,0
00

と
計

算
し

ま
す

。（
こ

れ
に

よ
り

、就
業

日
あ

た
り

10
0%

働
い

て
い

る
人

と
の

比
較

が
可

能
に

な
り

ま
す

）.
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 �新
規

採
用

の
男

女
割

合

指
標：

新
規

に
雇

用
さ

れ
た

FT
E従

業
員

の
男

女
割

合

定
義：

新
規

採
用

者
と

は
、①

そ
の

会
社

/組
織

に
以

前
に

雇
用

さ
れ

た
こ

と
が

な
い

人
、ま

た
は

、②
以

前
そ

の
会

社
/組

織
に

雇
用

さ
れ

て
い

た
が

、以
前

の
雇

用
か

ら
少

な
く

と
も

連
続

し
て

60
日

以
上

経
過

し
て

い
る

人
を

指
し

ま
す

。

算
出

方
法：

新
た

に
雇

用
さ

れ
た

女
性

従
業

員
の

割
合

を
算

出
す

る
に

は
、

新
た

に
雇

用
さ

れ
た

FT
E女

性
従

業
員

の
数

を
FT

E新
規

採
用

者
の

総
数

で
割

り
ま

す
。新

規
に

雇
用

さ
れ

た
男

性
FT

E従
業

員
の

割
合

を
 

算
出

す
る

に
は

、新
規

に
雇

用
さ

れ
た

男
性

FT
E従

業
員

の
数

を
FT

E新
規

採
用

者
の

総
数

で
割

り
ま

す
。（

ま
た

は
、F

TE
新

規
採

用
の

女
性

割
合（

%
）を

10
0%

か
ら

差
し

引
き

ま
す

） 

 昇
進

と
キ

ャ
リ

ア
機

会
に

お
け

る
男

女
割

合

指
標：

昇
進

と
キ

ャ
リ

ア
機

会
に

お
け

る
男

女
割

合

定
義：

FT
Eの

女
性

従
業

員
と

男
性

従
業

員
の

比
率（

上
記「

従
業

員
男

女
割

合
」を

参
照

）と
比

較
し

た
、経

営
陣

幹
部

の
FT

Eの
女

性
と

FT
Eの

男
性

の
比

率（
上

記「
経

営
陣

幹
部

に
お

け
る

男
女

割
合

」を
参

照
）の

比
率

算
出

方
法：

昇
進

と
キ

ャ
リ

ア
機

会
に

お
け

る
男

女
割

合
を

計
算

す
る

に
は

、
ま

ず
、上

記
の

従
業

員
と

経
営

陣
幹

部
の

定
義

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。 

次
に

、経
営

陣
幹

部
の

FT
E女

性
の

比
率

を
FT

E女
性

従
業

員
の

比
率

で
割

り
ま

す
。そ

し
て

、経
営

陣
幹

部
の

FT
E男

性
の

比
率

を
FT

E男
性

従
業

員
の

比
率

で
割

り
ま

す
。

 �育
児

休
業

取
得

後
の

定
着

率
に

お
け

る
女

性
と

男
性

の
FT

E
従

業
員

の
割

合

指
標：

育
児

休
業

を
取

得
し

た
FT

E社
員

の
男

女
の

定
着

率

定
義：

育
児

休
業

に
は

、産
休

、父
親

休
暇

、育
児

及
び

養
子

縁
組

や
不

妊
治

療
休

暇
が

含
ま

れ
ま

す
。適

用
資

格
は

、各
国

の
法

令・
法

的
要

件
と

、
雇

用
主

が
追

加
的

な
給

付
に

対
し

て
設

定
し

て
い

る
適

用
基

準
に

よ
っ

て
定

義
づ

け
ら

れ
ま

す
。定

着
率

は
、育

休
か

ら
の

復
職

12
ヶ

月
後

に
就

業
継

続
し

て
い

る
従

業
員

の
割

合
で

測
り

ま
す

。

算
出

方
法：

女
性

従
業

員
の

定
着

率
を

算
出

す
る

に
は

、育
休

後
の

職
場

復
帰

か
ら

12
ヶ

月
後

に
就

業
を

継
続

し
て

い
る

女
性

従
業

員
の

総
数

を
育

休
を

取
得

し
て

い
る

女
性

従
業

員
の

総
数

で
割

り
ま

す
。男

性
に

つ
い

て
も

同
様

の
計

算
を

行
い

ま
す

。

 �暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
事

件
に

対
処・

対
応

す
る

た
め

の
、守

秘
を

前
提

と
し

た
苦

情
処

理
、紛

争
解

決
、 

報
告

及
び

報
復

禁
止

に
つ

い
て

の
仕

組
み

や
手

続
き

を
会

社
が

有
し

て
い

る

は
い

/い
い

え

Annex 3
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A
nn

ex
 4

 
「

各
指

標
の

基
本

的
な

考
え

方
と

設
定

根
拠

」
W

EP
s

原
則

テ
ー

マ
考

え
方

と
設

定
根

拠
指

標

1
ト

ッ
プ

に
よ

る
 

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
W

EP
に

対
す

るト
ッ

プ
レ

ベ
ル

で
の

コ
ミ

ット
メ

ント
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
は

、ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
と

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ント

の
原

則
を「

職
場

」
「

市
場

」「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」で

網
羅

的
に

実
行

し
て

い
く

た
め

に
不

可
欠

で
あ

り
、そ

れ
が

変
革

を
可

能
に

し
ま

す
。W

EP
sへ

の
署

名
は

、 
経

営
レ

ベ
ル

で
の

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

と
行

動
変

容
の

意
思

を
表

明
す

る
こ

と
で

す
。社

内
は

も
ち

ろ
ん

、対
外

的
な

場
で

の
発

信
や

、業
界

団
体・

企
業

連
合

体・
経

営
者

団
体

等
の

ピ
ア・

ネ
ット

ワ
ー

ク
で

の
積

極
的

な
発

信
を

通
じ

て
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

と
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

に
 

向
け

た
機

運
醸

成
に

も
大

き
な

イ
ン

パ
クト

を
及

ぼ
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
へ

の
コ

ミ
ット

メ
ン

ト
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
は

、イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
4 、

市
場

の
成

長
56

、従
業

員
や

消
費

者
を

は
じ

め
と

す
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

信
頼

関
係

の
醸

成
、コ

スト
削

減
、生

産
性

の
向

上
な

ど
7 、

ビ
ジ

ネ
ス

上
の

メ
リ

ット
を

も
た

ら
し

ま
す

。同
時

に
、

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
に

取
り

組
む

こ
と

は「
世

界
人

権
宣

言
」が

掲
げ

る「
男

性
と

女
性

の
平

等
な

権
利

」を
実

現
す

る
こ

と
で

あ
り

、 
「

ビ
ジ

ネ
ス

と
人

権
に

関
す

る
指

導
原

則
」8 及

び
IL

O
の

国
際

労
働

基
準

の
遂

行
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

の
主

流
化

に
つ

な
が

り
ま

す
9 。

 
SD

G５
の

達
成

に
向

け
た

具
体

的
な

貢
献

で
も

あ
り

、他
の

す
べ

て
の

ゴ
ー

ル
の

実
現

に
向

け
た

進
捗

に
も

寄
与

し
ま

す
。こ

の
よ

う
に

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

へ
の

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

は
、企

業
の

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
不

可
欠

な
要

素
な

の
で

す
。 

• �優
先

的
に

取
り

組
む

べ
き

領
域

と
、 

そ
の

た
め

に
必

要
な

資
源（

予
算

、人
材

な
ど

）
を

特
定

し
た

包
括

的
か

つ
社

内
全

体
を

カ
バ

ー
す

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

推
進

戦
略

/行
動

計
画

が
あ

る
• �W

E P
sの

必
須

報
告

指
標

に
つ

い
て

定
期

的
に

情
報

を
公

表・
開

示
し

て
い

る
・ 

ジ
ェ

ン
ダ

ー
評

価
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

2
イ

コ
ー

ル・
ペ

イ
現

在
、世

界
の

女
性

の
報

酬
は

、男
性

に
比

べ
て

平
均

し
て

20
％

少
な

い
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
ま

す
10

。そ
れ

が
資

産
、退

職
後

の
蓄

え
、収

入
の

安
定

性
に

お
け

る
男

女
間

格
差

を
生

み
出

し
、女

性
が

様
々

な
キ

ャ
リ

ア
機

会
を

最
大

限
に

活
用

す
る

際
の

足
か

せ
に

な
っ

て
い

ま
す

。格
差

の
要

因
と

し
て

、教
育

、ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、家
庭

内
で

の
無

償
ケ

ア
労

働
の

責
任

、職
歴

、企
業

規
模

、組
合

の
組

織
率

な
ど

に
お

け
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。差
別

、暗
黙

の
偏

見
、社

会
規

範
に

よ
っ

て
説

明
で

き
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
が

、説
明

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

も
ま

だ
多

く
あ

り
ま

す
11

。企
業

は
、男

女
間

の
賃

金
格

差
を

解
消

す
る

上
で

、重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

ま
す

。近
年

で
は

職
場

で
の

性
差

別
を

な
く

す
た

め
の

行
動

を
と

る
企

業
が

増
え

て
い

ま
す

。

賃
金

は
、従

業
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
生

産
性

、さ
ら

に
は

企
業

全
体

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

に
影

響
を

及
ぼ

し
ま

す
。同

等
の

仕
事

を
し

て
い

る
男

性
に

比
べ

て
少

な
い

報
酬

を
支

払
わ

れ
る

こ
と

で
、女

性
の

仕
事

へ
の

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

や
会

社
に

対
す

る
信

頼
が

損
な

わ
れ

、人
材

の
獲

得
、離

職
率

、定
着

率
に

負
の

影
響

が
出

る
な

ど
、企

業
に

大
き

な
金

銭
的・

時
間

的
損

失
を

も
た

ら
し

ま
す

12
。男

女
間

賃
金

格
差

の
解

消
は

、
人

的
資

源
管

理
の

有
効

性
と

生
産

性
の

向
上

に
つ

な
が

り
ま

す
。

• �各
従

業
員

カ
テ

ゴ
リ

ー
の

男
性

に
対

す
る

 
女

性
の

基
本

給
と

報
酬

の
比

率（
重

要
事

業
拠

点
ご

と
）

• �国
内

法
令

や
IL

O
の

同
一

報
酬

条
約

 
（

19
51

年
、第

10
0号

）に
沿

っ
て

、同
一

価
値

労
働

同
一

賃
金

に
関

す
る

独
立

し
た

 
方

針
が

あ
る

、も
し

く
は

、企
業

方
針

の
中

で
コ

ミ
ット

メ
ン

ト
を

表
明

し
て

い
る
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W
EP

s
原

則
テ

ー
マ

考
え

方
と

設
定

根
拠

指
標

IL
O

の
同

一
報

酬
条

約（
第

10
0号

、1
95

1年
）は

、政
府

と
企

業
が

同
一

価
値

労
働

同
一

報
酬

を
男

性
労

働
者

と
女

性
労

働
者

に
保

障
す

る
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

良
い

か
を

明
示

し
た

国
際

基
準

で
す

13
。近

年
、イ

コ
ー

ル・
ペ

イ
に

関
す

る
情

報
を

開
示

す
る

よ
う

企
業

に
義

務
付

け
る

政
府

規
制

や
国

際
的

な
報

告
枠

組
み（

G
R

I、
IIR

C
、グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ン

パ
クト

、ブ
ル

ー
ム

バ
ー

グ
、エ

ク
イ

リ
ー

プ
、E

SG
な

ど
）が

増
え

て
い

ま
す

14
。男

女
間

賃
金

格
差

は
、企

業
の

法
的

責
任

や
レ

ピ
ュ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

直
結

し
た

責
任

事
項

と
し

て
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
格

差
を

放
置

す
る

こ
と

は
、法

律
上

及
び

レ
ピ

ュ
テ

ー
シ

ョ
ン

上
の

リ
ス

ク
と

な
り

、投
資

家
や

消
費

者
に

選
ば

れ
な

く
な

る
と

い
う

可
能

性
を

孕
ん

で
い

ま
す

。

自
社

の
賃

金
格

差
の

現
状

を
特

定・
測

定
す

る
に

は
、U

N
 W

om
en

の
 ‘D

ia
gn

os
is

 fo
r E

qu
al

 R
en

um
er

at
io

n’
、賃

金
格

差
の

解
消

に
 

向
け

て
推

奨
さ

れ
る

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
、U

N
 W

om
en

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

ノ
ート

 ‘
Cl

os
in

g 
G

en
de

r 
Pa

y 
G

ap
s 

to
 A

ch
ie

ve
 

G
en

de
r 

Eq
ua

lit
y 

at
 

W
or

k’
 （

「
男

女
間

の
賃

金
格

差
を

解
消

し
、職

場
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

を
実

現
す

る
」）

と
 

‘W
EP

s 
Ac

tio
n 

Ca
rd

 –
 C

lo
si

ng
 G

en
de

r P
ay

 G
ap

s’
 を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。(
An

ne
x 

6「
参

考
資

料
一

覧
」)

職
場

で
の

機
会

平
等

女
性

は
キ

ャ
リ

ア
を

通
じ

て
様

々
な

差
別

に
直

面
し

て
い

ま
す

。性
差

別
は

、職
場

や
経

済
に

も
負

の
影

響
を

も
た

ら
し

ま
す

。経
済

全
体

で
見

る
と

、女
性

の
労

働
市

場
へ

の
参

加
の

進
捗

は
停

滞
し

て
い

ま
す

。男
性

の
労

働
参

加
率

が
75

％
で

あ
る

の
に

対
し

て
、女

性
の

労
働

参
加

率
は

55
％

に
と

ど
ま

っ
て

い
ま

す
。ま

た
、女

性
の

雇
用

は
短

期
契

約
や

パ
ー

ト
タ

イ
ム

契
約

に
集

中
し

て
お

り
、そ

れ
が

男
女

間
賃

金
格

差
と

職
位

別
の

男
女

分
布

の
著

し
い

不
均

衡
の

要
因

と
な

っ
て

い
ま

す
15

。女
性

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
あ

る
程

度
の

進
展

が
見

ら
れ

ま
す

が
、

世
界

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ・

ポ
ジ

シ
ョン

に
占

め
る

女
性

割
合

は
29

%
で

あ
り

、報
酬

の
高

い
ポ

ジ
シ

ョン
や

意
思

決
定

ポ
ジ

シ
ョン

か
ら

は
依

然
と

し
て

排
除

さ
れ

た
ま

ま
で

す
。次

世
代

の
女

性
た

ち
に

と
っ

て
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

や
メ

ン
タ

ー
が

不
在

で
あ

る
、も

し
く

は
ご

く
少

数
し

か
い

な
い

と
い

う
事

で
も

あ
り

、懸
念

さ
れ

ま
す

16
。

世
界

全
体

で
は

、企
業

の
取

締
役

会
に

占
め

る
女

性
割

合
は

わ
ず

か
22

%
で

す
17

。リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
女

性
を

増
や

す
こ

と
は

、 
財

務
実

績
と

株
主

価
値（

sh
ar

eh
ol

de
r 

va
lu

e）
の

向
上

、不
正

や
汚

職
の

リ
ス

ク
の

軽
減

、顧
客

と
従

業
員

の
満

足
度

の
向

上
、投

資
家

 
か

ら
の

信
頼

の
向

上
、市

場
に

関
す

る
知

識・
情

報
と

市
場

で
の

評
判

の
向

上
と

い
っ

た
多

く
の

メ
リ

ット
を

企
業

に
も

た
ら

す
こ

と
が

既
に

 
わ

か
っ

て
い

ま
す

1
8
。取

締
役

会
の

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

す
る

た
め

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
行

え
ば

良
い

か
は

、 
U

N
 W

om
en

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

ノ
ート

‘B
ui

ld
in

g 
In

cl
us

iv
e 

Bo
ar

ds
 to

 A
ch

ie
ve

 G
en

de
r E

qu
ity

’ と
 ‘W

EP
s 

Ac
tio

n 
Ca

rd
 –

 
G

en
de

r P
ar

ity
 o

n 
Bo

ar
ds

’ を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。(

An
ne

x 
6「

参
考

資
料

一
覧

」)

職
場

に
お

け
る

性
差

別
は

、雇
用

と
採

用
、昇

進
と

キ
ャ

リ
ア

開
発

機
会

、賃
金

と
福

利
厚

生
、安

全
と

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

に
影

響
を

及
ぼ

し
ま

す
。

職
場

に
お

け
る

性
差

別
の

撤
廃

に
向

け
た

方
針

を
定

め
、実

行
す

る
こ

と
で

、女
性

の
労

働
参

加
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

可
能

に
な

り
ま

す
。 

組
合

や
労

働
者

委
員

会
等

と
の

団
体

交
渉

は
、職

場
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
最

大
の

障
壁

が
何

か
を

特
定

し
、男

女
間

賃
金

格
差

な
ど

の
職

場
に

お
け

る
男

女
間

格
差

の
解

消
を

進
め

る
に

あ
た

り
、効

果
的

で
す

19
。

• �経
営

陣
幹

部・
取

締
役

に
お

け
る

女
性

比
率

• �独
立

社
外

取
締

役
の

女
性

比
率（

独
立

社
外

取
締

役
を

設
置

し
て

い
る

企
業

対
象

）
• �新

規
採

用
に

お
け

る
女

性
比

率（
職

位
別

）
• �昇

進
に

お
け

る
女

性
比

率（
職

位
別

）
• �育

児
休

業
取

得
後

の
定

着
率（

男
女

別
）

• �従
来

女
性

が
少

な
い

役
職

に
お

け
る

女
性

比
率

• �リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
お

け
る

女
性

比
率

を
増

や
す

た
め

の
期

限
つ

き
数

値
目

標
及

び
タ

ー
ゲ

ット
が

あ
る

• �従
来

女
性

が
少

な
い

職
域

に
お

け
る

女
性

比
率

を
増

や
す

た
め

の
期

限
つ

き
数

値
目

標
及

び
タ

ー
ゲ

ット
が

あ
る

• �リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
研

修
、コ

ー
チ

ン
グ

、 
メ

ン
タ

リ
ン

グ
な

ど
、

女
性

が
管

理
職

や
 

経
営

陣
幹

部
な

ど
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
就

く
た

め
に

必
要

な
サ

ポ
ー

ト
を

提
供

し
て

い
る

�
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W
EP

s
原

則
テ

ー
マ

考
え

方
と

設
定

根
拠

指
標

教
育

に
お

け
る

男
女

格
差

は
徐

々
に

縮
ま

り
つ

つ
あ

り
ま

す
が

、ト
レ

ー
ニ

ン
グ

や
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

と
し

て
の

専
門

能
力

開
発

に
関

し
て

は
、

女
性

が
ア

ク
セ

ス
で

き
る

機
会

は
限

定
的

で
あ

り
、女

性
の

職
業

技
能

が
急

速
に

変
化

す
る

仕
事

の
世

界
に

お
け

る
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

ま
せ

ん
20

 2
1 。

そ
の

結
果

、女
性

は「
女

性
化

さ
れ

た
」業

種
や

職
域・

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

集
中

し
て

い
ま

す
。そ

れ
ら

の
業

種・
職

域
は

、往
々

に
し

て
賃

金
が

低
い

こ
と

が
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
。

最
近

の
IL

O
の

報
告

で
は

、女
性

が
労

働
市

場
に

参
入

し
、留

ま
り

、ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
す

る
こ

と
を

妨
げ

る
最

大
の

障
壁

は
無

償
ケ

ア
労

働
で

あ
る

と
特

定
さ

れ
て

い
ま

す
22

。世
界

で
は

、無
償

ケ
ア

労
働

に
費

や
さ

れ
る

時
間

の
76

.2
%

を
女

性
が

担
っ

て
お

り
、そ

れ
は

男
性

の
３

倍
以

上
で

す
23

。無
償

ケ
ア

労
働

と
家

事
労

働
の

過
重

負
担

は
、女

性
が

経
済

的
な

自
立

を
図

る
上

で
、ま

た
、女

性
が

働
く

と
決

意
す

る
上

で
、大

き
な

負
の

影
響

を
及

ぼ
し

ま
す

。そ
れ

は
、よ

り
健

康
で

、多
様

性
が

あ
り

、生
産

性
に

優
れ

た
人

的
資

本
の

確
保

と
い

う
、企

業
活

動
の

基
盤

に
も

直
接

的
な

影
響

を
及

ぼ
す

の
で

す
。

IL
O

の
母

性
保

護
条

約（
第

18
3号

、2
00

0年
）や

家
族

的
責

任
を

有
す

る
労

働
者

条
約（

第
15

6号
、1

98
1年

）の
よ

う
な

国
際

基
準

や
枠

組
み

は
、労

働
者

の
権

利
と

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
保

障
し

、ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
確

保
と

育
児

や
介

護
を

行
っ

て
い

る
と

い
う

状
況

を
ベ

ー
ス

と
し

た
差

別
の

防
止

に
向

け
た

国・
政

府
の

責
任

を
強

調
し

て
い

ま
す

。

育
児

や
介

護
な

ど
の

ケ
ア

を
行

な
っ

て
い

る
す

べ
て

の
従

業
員

を
支

援
し

、柔
軟

な
働

き
方

を
推

進
す

る
ポ

リ
シ

ー
と

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
投

資
は

、
ケ

ア
の

障
壁

を
取

り
除

く
こ

と
、職

場
の

す
べ

て
の

従
業

員
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

に
つ

な
が

り
ま

す
。さ

ら
に

、母
親

と
父

親
の

両
方

を
対

象
と

し
た

育
休

制
度

な
ど

の
包

括
的

な
ポ

リ
シ

ー
や

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

存
在

は
、従

業
員

の
定

着
率

と
企

業
と

し
て

の
魅

力
を

向
上

さ
せ

ま
す

24
。 

ま
た

、こ
う

し
た

方
針

や
取

り
組

み
は

、こ
れ

か
ら

労
働

市
場

に
参

入
す

る
若

い
世

代
の

価
値

観
と

も
合

致
し

、人
材

の
獲

得
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。

ま
た

、女
性

の
労

働
市

場
へ

の
定

着
率

を
高

め
る

だ
け

で
は

な
く

、従
業

員
が

子
育

て
を

通
じ

て
習

得
も

し
く

は
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

た
時

間
管

理
や

マ
ル

チ
タ

ス
キ

ン
グ

と
い

っ
た

ス
キ

ル
は

職
場

に
還

元
さ

れ
る

で
し

ょ
う

。た
だ

し
、育

休
を

取
得

し
、職

場
復

帰
す

る
従

業
員

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

が
万

全
で

な
い

と
、離

職
し

て
し

ま
い

ま
す

。そ
こ

で
、育

休
か

ら
復

帰
し

た
従

業
員

の
定

着
率

を
追

跡
す

る
こ

と
で

、子
育

て
を

し
な

が
ら

働
く

従
業

員
が

直
面

す
る

問
題

や
必

要
と

さ
れ

る
サ

ポ
ー

ト
を

特
定

す
る

こ
と

が
重

要
に

な
り

ま
す

25
。

優
先

順
位

付
け

や
包

括
的

な
方

針
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

策
定

を
行

う
た

め
の

推
奨

ア
ク

シ
ョン

に
つ

い
て

は
、U

N 
W

om
en

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

ノ
ート

「
At

tra
ct

in
g 

an
d 

Re
ta

in
in

g 
Ta

le
nt

 th
ro

ug
h 

In
cl

us
iv

e 
Fa

m
ily

-F
rie

nd
ly

 P
ol

ic
ie

s 
」を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。(
An

ne
x 

6
「

参
考

資
料

一
覧

」)

ジ
ェ

ン
ダ

ー・
バ

イ
ア

ス（
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
基

づ
く

偏
見

）は
、意

識
的

で
あ

れ
無

意
識

的
で

あ
れ

、職
場

で
女

性
た

ち
が

成
果

を
上

げ
る

に
あ

た
り

、
深

刻
な

負
の

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

ま
す

。特
に

従
来

男
性

が
中

心
の

職
場

で
は

そ
の

深
刻

度
は

さ
ら

に
高

ま
り

ま
す

。世
界

的
に

、
男

性
の

91
%

が
、女

性
の

86
%

が
少

な
く

と
も

一
つ

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー・

バ
イ

ア
ス

を
持

っ
て

い
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
26

。ジ
ェ

ン
ダ

ー・
バ

イ
ア

ス
に

対
処

す
る

こ
と

で
、職

場
の

風
土

は
よ

り
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

に
な

り
、女

性
が

あ
ら

ゆ
る

ポ
リ

シ
ー

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

な
が

ら
キ

ャ
リ

ア
ッ

プ
で

き
る

環
境

が
創

出
さ

れ
ま

す
。

最
後

に
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
基

づ
く

差
別

は
、他

の
形

態
の

差
別

と
相

互
に

関
連

し
て

お
り

、す
べ

て
の

女
性

た
ち

の
た

め
に

真
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
を

実
現

す
る

に
は

、交
差

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

に
な

り
ま

す
。多

様
な

背
景

や
人

種
の

女
性

た
ち

の
状

況
や

ニ
ー

ズ
が

、ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
推

進
に

関
連

し
た

方
針

、プ
ロ

グ
ラ

ム
、意

思
決

定
に

反
映

さ
れ

、含
ま

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、企

業
は

W
EP

sの
実

施
に

お
い

て
も「

交
差

性
」と

い
う

視
点

を
持

ち
、人

種
差

別
な

ど
の

差
別

の
問

題
に

も
取

り
組

み
な

が
ら

、ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
を

実
現

す
る

努
力

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

交
差

性
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

す
る

詳
細

は
、U

N
 W

om
en

の「
‘C

al
l t

o 
Ac

tio
n:

 L
ev

er
ag

in
g 

th
e 

W
EP

s 
Fr

am
ew

or
k 

to
 T

ar
ge

t 
Ra

ci
sm

 a
nd

 D
is

cr
im

in
at

io
n 

in
 th

e 
W

or
ld

 o
f W

or
k’

」を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。(

An
ne

x 
6「

参
考

資
料

一
覧

」)

• �雇
用

契
約

形
態

別
の

従
業

員
の

割
合（

男
女

別
）

• �年
間

の
離

職
率（

男
女

別
）

• �年
次

業
績

評
価

の
一

部
と

し
て

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
推

進
を

含
む

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
&

 
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
に

関
連

し
た

目
標

が
 

含
ま

れ
て

い
る

管
理

職
/経

営
陣

幹
部

の
割

合

• �全
従

業
員

を
対

象
と

し
た

、採
用

、定
着

、 
復

職
、昇

進
に

お
け

る
非

差
別

及
び

機
会

の
平

等
を

明
示

す
る

独
立

し
た

方
針

が
あ

る
、 

も
し

く
は

よ
り

大
き

な
企

業
方

針
の

一
環

と
し

て
明

示
し

て
い

る
• �性

別
ま

た
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
連

す
る

差
別

と
し

て
対

処
さ

れ
た

事
案

の
総

数
• �性

別
ま

た
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
連

す
る

差
別

と
し

て
取

ら
れ

た
是

正
措

置
の

総
数

• �労
働

組
合

も
し

く
は

従
業

員
委

員
会

の
従

業
員

の
割

合（
男

女
別

）
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Creating Transparency on Gender Equality to Transform Business 

W
EP

s
原

則
テ

ー
マ

考
え

方
と

設
定

根
拠

指
標

3
安

全
で

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

職
場

女
性

に
対

す
る

暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
は

女
性

に
対

す
る

人
権

侵
害

で
す

。そ
し

て
、様

々
な

機
会

や
人

間
ら

し
く

働
け

る
デ

ィ
ー

セ
ン

ト
ワ

ー
ク

へ
の

ア
ク

セ
ス

に
お

け
る

平
等

の
実

現
を

妨
げ

る
最

大
の

障
壁

の
一

つ
で

す
。し

か
し

な
が

ら
、女

性
に

対
す

る
暴

力
と

 
ハ

ラ
ス

メ
ント

は
、職

場
を

含
め

、あ
ら

ゆ
る

場
所

に
蔓

延
し

て
い

ま
す

。世
界

中
の

す
べ

て
の

業
種

、職
業

、仕
事

で
起

こ
っ

て
い

る
問

題
で

す
。世

界
の

18
歳

以
上

の
女

性
の

75
%

が
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ント

の
被

害
を

受
け

た
こ

と
が

あ
る

と
推

定
さ

れ
て

い
ま

す
27

。 
雇

用
形

態・
状

況
、仕

事・
業

務
の

種
類

、業
種

に
特

徴
的

な
環

境
に

よ
っ

て
、よ

り
被

害
に

あ
い

や
す

い
状

況
に

あ
る

女
性

も
い

ま
す

。

女
性

に
対

す
る

暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ント

の
根

絶
は

社
会

全
体

の
課

題
で

す
が

、企
業

に
よ

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ント

へ
の

取
り

組
み

は
特

に
重

要
視

さ
れ

て
い

ま
す

。暴
力

を
生

み
出

す
社

会
規

範
を

可
視

化
し

、女
性

に
対

す
る

暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ント

を
根

絶
す

る
た

め
の

 
具

体
的

な
行

動
変

容
を

推
奨・

実
行

し
、安

全
な

環
境

を
提

供
す

る
こ

と
は

、職
場

だ
け

は
な

く
社

会
全

体
に

大
き

な
意

味
を

持
つ

の
で

す
。 

IL
O

の
暴

力
及

び
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
条

約（
19

0号
、2

01
9年

）は
、政

府
と

企
業

が
仕

事
の

世
界

に
お

け
る

暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

な
く

す
た

め
の

国
際

的
な

枠
組

み
を

設
定

し
て

い
ま

す
28

。

女
性

に
対

す
る

暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

適
切

に
対

応
す

る
こ

と
は

、民
間

セ
ク

タ
ー

に
経

済
的

利
益

を
も

た
ら

す
こ

と
も

わ
か

っ
て

い
ま

す
。セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

精
神

的・
身

体
的

な
影

響
は

、従
業

員
の

仕
事

に
対

す
る

満
足

度
、

組
織

へ
の

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

、生
産

性
を

低
下

さ
せ

、職
場

の
人

間
関

係
の

悪
化

、従
業

員
の

熱
意

や
エ

ン
ゲ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

低
下

、 
レ

ピ
ュ

テ
ー

シ
ョ

ン・
リ

ス
ク

を
招

き
ま

す
。女

性
に

対
す

る
暴

力
と

ハ
ラ

ス
メ

ント
に

よ
る

経
済

的
損

失
は

大
き

く
、収

入
、機

会
、職

場
の

生
産

性
の

低
下

に
よ

り
、国

内
総

生
産（

G
DP

）が
3.

7%
も

減
少

す
る

と
推

定
さ

れ
て

い
ま

す
29

。

す
べ

て
の

従
業

員
の

身
体

的・
精

神
的

な
健

康
、安

全
、ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

実
効

性
の

あ
る

 
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メン
ト・

ポ
リ

シ
ー

の
策

定
や

実
施

の
仕

方
に

つ
い

て
は

、U
N 

W
om

en
の

ガ
イダ

ン
ス

ノー
ト「

Th
e 

CO
VI

D-
19

 
Sh

ad
ow

 P
an

de
m

ic
: D

om
es

tic
 V

io
le

nc
e 

in
 t

he
 W

or
ld

 o
f 

W
or

k 
- A

 C
al

l t
o 

Ac
tio

n 
fo

r 
th

e 
Pr

iv
at

e 
Se

ct
or

」に
て

、新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
に

際
し

て
増

加
し

た
DV

に
つ

い
て

企
業

が
ど

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
行

な
っ

て
 

い
る

か
、ま

た
、ど

の
よ

う
な

短
期

的
及

び
長

期
的

な
対

応
策

が
推

奨
さ

れ
る

か
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。さ

ら
に

、U
N

 W
om

en
の

ポ
リ

シ
ー・

ブ
リ

ー
フ「

Ta
ck

lin
g 

Se
xu

al
 H

ar
as

sm
en

t i
n 

th
e 

W
or

ld
 o

f W
or

k 
」を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。 
(A

nn
ex

 6
「

参
考

資
料

一
覧

」)

女
性

と
男

性
は

、身
体

的
な

違
い

に
よ

り
、健

康
上

の
ニ

ー
ズ

は
異

な
り

ま
す

が
、国

連
の

世
界

人
権

宣
言

の
も

と
、女

性
も

男
性

も
健

康
に

対
す

る
権

利
を

平
等

に
有

し
て

い
ま

す
。女

性
特

有
の

健
康

上
の

ニ
ー

ズ
は

、多
く

の
場

合
、生

殖
上

の
役

割
と

責
任

に
関

連
し

て
い

ま
す

。こ
れ

ら
の

ニ
ー

ズ
が

職
場

で
満

た
さ

れ
な

い
場

合
、女

性
は

仕
事

を
辞

め
る

、責
任

の
あ

る
役

割
を

辞
め

る
も

し
く

は
そ

の
よ

う
な

役
割

に
就

く
こ

と
を

諦
め

る
と

い
っ

た
選

択
を

し
た

り
、健

康
状

態
が

悪
化

す
る

と
い

っ
た

状
況

に
陥

り
ま

す
。よ

り
困

難
な

状
況

に
あ

る
社

会
経

済
的

グ
ル

ー
プ（

例：
工

場
労

働
者

）の
場

合
、食

糧
へ

の
ア

ク
セ

ス
に

お
け

る
不

平
等

や
女

性
の

健
康

の
優

先
順

位
の

低
さ・

軽
視

に
よ

り
、不

健
康

へ
の

脆
弱

性
は

高
ま

り
ま

す
。

す
べ

て
の

人
に

ヘ
ル

ス
ケ

ア
に

関
す

る
サ

ー
ビ

ス
や

情
報

を
届

け
る

上
で

、職
場

は
効

率
的

で
あ

り
な

が
ら

、ほ
ぼ

活
用

さ
れ

て
い

な
い

入
り

口
だ

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。さ

ら
に

、女
性

の
健

康
へ

の
投

資
は

、従
業

員
と

周
辺

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

利
益

を
も

た
ら

す
だ

け
で

は
な

く
、ビ

ジ
ネ

ス
上

の
業

績
に

も
プ

ラ
ス

の
影

響
を

も
た

ら
す

で
し

ょ
う

。製
造

現
場

に
お

け
る

、衛
生

と
、性

と
生

殖
に

関
す

る
健

康
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
）へ

の
投

資
は

、欠
勤

率
、離

職
率

、残
業

時
間

、生
産

エ
ラ

ー
の

減
少

に
つ

な
が

り
、結

果
と

し
て

生
産

性
が

向
上

し
ま

す
。

• �暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
事

件
に

対
処・

対
応

す
る

た
め

の
、守

秘
を

前
提

と
し

た
苦

情
処

理
、 

紛
争

解
決

、報
告

及
び

報
復

禁
止

に
つ

い
て

の
仕

組
み

や
手

続
き

を
会

社
が

有
し

て
い

る
こ

と
• � 職

場
で

の
暴

力
と

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

研
修

を
 

受
け

た
従

業
員

の
割

合（
男

女
別

）
• �I

LO
の

暴
力

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

条
約（

1
9

0
号

、 
20

19
年

）に
沿

っ
て

、あ
ら

ゆ
る

暴
力

と
ハ

ラ
ス

メ
ント

が
許

容
さ

れ
な

い
行

為
で

あ
る

こ
と

を
明

確
に

し
た

 
独

立
し

た
方

針
が

あ
る

、も
し

く
は

、企
業

方
針

の
中

で
コ

ミ
ット

メ
ン

ト
を

表
明

し
て

い
る

• �D
Vを

含
む

暴
力

や
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

被
害

者
に

対
し

、
秘

密
が

守
ら

れ
る

形
で

の
支

援
が

提
供

さ
れ

て
い

る
• �職

場
で

の
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

事
案

に
 

関
し

、被
害

者
の

安
全

、セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、秘
匿

性
、 

保
護

を
保

証
す

る
ポ

リ
シ

ー
や

手
続

き
が

あ
る

• �和
解

契
約

に
お

い
て

、セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ント
の

主
張

に
関

す
る

秘
密

保
持

条
項

を
禁

止
す

る
ポ

リ
シ

ー
を

有
し

て
い

る
。た

だ
し

被
害

者
か

ら
の

要
請

が
あ

り
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
主

張
が

民
事

仲
裁

を
経

る
必

要
が

あ
る

場
合

は
そ

の
限

り
で

な
い（

国
の

 
法

律
に

よ
っ

て
任

意
選

択
。日

本
は

任
意

選
択

）
• �労

災
事

案
の

男
女

比
率

• �性
と

生
殖

に
健

康
を

含
む

質
の

高
い

ヘ
ル

ス
ケ

ア
へ

の
 

ア
ク

セ
ス

を
尊

重
し

、サ
ポ

ー
ト

す
る

と
い

う
全

社
的

な
 

方
針

ま
た

は
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

が
あ

り
、

会
社

の
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

従
業

員
の

福
利

厚
生

に
反

映
さ

れ
て

い
る

• �従
業

員
の

健
康

と
安

全
の

確
保

の
一

環
と

し
て

、 
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

に
基

づ
く

リ
ス

ク
評

価
を

行
い

、 
暴

力
と

ハ
ラ

ス
メ

ント
を

含
む

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

起
因

す
る

リ
ス

ク
を

特
定

し
て

い
る

• �女
性

従
業

員
50

人
あ

た
り

の
授

乳
施

設
の

数
• �欠

勤
率（

男
女

別
）

• �従
業

員
で

構
成

さ
れ

て
い

る
健

康
と

安
全

に
関

す
る

委
員

会
の

女
性

比
率

• �従
業

員
で

構
成

さ
れ

て
い

る
健

康
と

安
全

に
関

す
る

委
員

会
の

女
性

比
率
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Creating Transparency on Gender Equality to Transform Business 

W
EP

s
原

則
テ

ー
マ

考
え

方
と

設
定

根
拠

指
標

4
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

能
力

開
発

す
べ

て
の

レ
ベ

ル
、す

べ
て

の
事

業
分

野
で

の
女

性
の

登
用・

昇
進

へ
の

道
を

開
くト

レ
ー

ニ
ン

グ
や

専
門

能
力

開
発

へ
の

投
資

は
、現

在
必

要
と

さ
れ

る
ス

キ
ル

、将
来

必
要

に
な

る
ス

キ
ル

を
持

つ
人

材
ベ

ー
ス

を
社

内
に

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
、労

働
市

場
で

の
競

争
力

を
高

め
、人

材
を

 
獲

得
し

、定
着

さ
せ

、従
業

員
の

生
産

性
、機

敏
性

、適
応

性
を

高
め

ま
す

。教
育

とト
レ

ー
ニ

ン
グ

へ
の

女
性

に
よ

る
ア

ク
セ

ス
の

向
上

は
、 

女
性

の
労

働
参

加
率

の
向

上
に

つ
な

が
る

こ
と

が
既

に
わ

か
っ

て
い

ま
す

30
。ま

た
、企

業
内

の
管

理
職

及
び

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

な
ど

、
女

性
が

従
来

少
な

か
っ

た
ポ

ジ
シ

ョ
ン

や
役

割
へ

の
女

性
の

登
用

に
も

つ
な

が
り

ま
す

。

メ
ン

タ
リ

ン
グ

は
、ト

レ
ー

ニ
ン

グ
と

キ
ャ

リ
ア

開
発

の
一

つ
の

方
策

と
し

て
、従

業
員

の
士

気
と

仕
事

の
満

足
度

を
向

上
さ

せ
、離

職
率

を
減

ら
し

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

及
び

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

ス
キ

ル
を

次
世

代
に

伝
達

し
、組

織
全

体
の

問
題

解
決

と
新

入
社

員
の

育
成・

オ
ン

ボ
ー

デ
ィ

ン
グ

 
プ

ロ
セ

ス
を

改
善

す
る

上
で

有
効

で
す

。

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

さ
れ

た
メン

タ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

と
展

開
の

仕
方

に
つ

い
て

は
、U

N
 

W
om

en
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
ノ

ート
‘M

en
to

rin
g 

in
 th

e 
W

or
kp

la
ce

’を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。(

An
ne

x 
6「

参
考

資
料

一
覧

」)

す
べ

て
の

業
種

で
デ

ジ
タ

ル
化

や
自

動
化

が
進

む
中

、ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
教

育
に

お
け

る
男

女
格

差
の

解
消

は
不

可
欠

で
す

。現
状

に
お

い
て

、 
ST

EM
（

科
学・

技
術・

工
学・

数
学

）領
域

で
専

門
教

育
や

能
力

開
発

を
受

け
た

女
性

が
圧

倒
的

に
少

な
い

た
め

に
、科

学
技

術
や

デ
ジ

タ
ル

に
関

連
し

た
産

業
が

男
性

に
偏

っ
て

い
る

こ
と

は
既

に
指

摘
さ

れ
て

い
ま

す
が

、製
造

業
や

教
育

産
業

の
よ

う
な

女
性

が
集

中
し

て
い

る
業

種
や

仕
事

で
も

デ
ジ

タ
ル

化
と

自
動

化
が

急
速

に
進

ん
で

い
る

か
ら

で
す

。

• �従
業

員
研

修
の

平
均

時
間（

男
女

別
、従

業
員

の
職

位
別

）
• �従

来
男

性
中

心
だ

っ
た

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

女
性

を
登

用・
採

用
す

る
た

め
の

研
修

、能
力

開
発

、
教

育
、ネ

ット
ワ

ー
キ

ン
グ

、メ
ン

タ
リ

ン
グ

を
提

供
し

て
い

る

5
ジ

ェン
ダ

ー
視

点
の

あ
る

調
達

20
20

年
に

取
り

ま
と

め
ら

れ
た

、W
EP

sジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
分

析
ツ

ー
ル

の
設

問
へ

の
企

業
の

回
答

の
分

析
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

と
、女

性
が

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
企

業
か

ら
の

調
達

割
合

の
デ

ー
タ

を
取

っ
て

い
る

企
業

は
4%

に
留

ま
り

、デ
ー

タ
を

開
示

し
て

い
る

企
業

は
3%

 
で

し
た

31
。女

性
が

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
企

業
は

、ロ
ー

カ
ル

及
び

グ
ロ

ー
バ

ル
の

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

に
参

入
す

る
に

あ
た

っ
て

、限
ら

れ
た

資
金

、（
無

償
ケ

ア
労

働
は

女
性

の
役

割
で

あ
る

と
す

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

規
範

か
ら

起
こ

る
）時

間
の

制
約

、女
性

に
差

別
的

な
法

律
、政

治
、 

宗
教

、文
化

に
起

因
す

る
困

難
な

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

と
い

っ
た

、多
く

の
障

壁
に

直
面

し
て

い
ま

す
32

。現
在

、女
性

が
経

営
、ま

た
は

所
有

す
る

企
業

か
ら

の
購

入・
調

達
は

、グ
ロ

ー
バ

ル
で

見
た

企
業

の
総

調
達

コ
スト

の
わ

ず
か

1%
に

も
満

た
な

い
状

況
で

す
33

。

同
時

に
、女

性
が

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
企

業
は

、一
部

の
地

域
に

お
い

て
は

最
も

急
成

長
を

遂
げ

て
い

る
市

場
セ

グ
メ

ン
ト

で
あ

り
、 

グ
ロ

ー
バ

ル
経

済
の

成
長

と
新

た
な

雇
用

の
創

出
に

大
き

く
寄

与
す

る
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

あ
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
34

。さ
ら

に
、女

性
が

経
営

、 
ま

た
は

所
有

す
る

企
業

か
ら

の
調

達
は

、収
益

性
の

向
上

、新
た

な
市

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
、サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
の

選
択

肢
を

向
上

、企
業

イ
メ

ー
ジ

と
顧

客
ロ

イ
ヤ

ル
テ

ィ
の

向
上

に
つ

な
が

り
ま

す
。あ

る
調

査
に

よ
る

と
、女

性
の

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
企

業
と

取
引

き
を

す
る

こ
と

で
 

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

基
盤

を
多

様
化

し
た

企
業

の
約

34
%

が
収

益
性

に
プ

ラ
ス

の
影

響
が

あ
っ

た
と

報
告

し
ま

し
た

35
。

女
性

は
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

労
働

者
の

大
部

分
を

占
め

て
い

ま
す

が
、職

域
分

離
、よ

り
厳

し
い

労
働

条
件

、不
平

等
な

賃
金

、妊
娠・

出
産

に
関

す
る

権
利

の
弱

さ
、ト

レ
ー

ニ
ン

グ
機

会
の

制
限

な
ど

、見
過

ご
さ

れ
が

ち
な

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

起
因

す
る

問
題

に
絶

え
ず

直
面

し
て

い
ま

す
。

• �女
性

が
経

営
、ま

た
は

所
有

す
る

企
業

か
ら

の
調

達
の

比
率

• �ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
に

コ
ミッ

ト
し

て
い

る
事

業
者

か
ら

の
調

達
の

比
率

• �サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
お

い
て

生
活

賃
金

が
支

払
わ

れ
て

い
る

労
働

者
の

割
合（

男
女

別
）

• �ジ
ェ

ン
ダ

ー
を

基
準

と
し

て
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

さ
れ

た
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
の

比
率

• �サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

労
働

者
の

従
業

員
の

職
位

別
男

女
比

率
• �女

性
が

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
企

業
か

ら
の

調
達

の
金

額
や

割
合

に
関

す
る

調
達

目
標

が
あ

る
• �ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

推
進

に
コ

ミ
ット

し
て

い
る

企
業

か
ら

の
調

達
の

金
額

や
割

合
に

関
す

る
調

達
目

標
が

あ
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
30

 h
ttp

s:
//

w
w

w
.u

n.
or

g/
en

/u
n7

5/
w

om
en

_g
irl

s_
cl

os
in

g_
ge

nd
er

_g
ap

31
 B

SR
 a

nd
 U

N
G

C 
(2

02
0)

, “
W

om
en

’s
 E

m
po

w
er

m
en

t a
nd

 B
us

in
es

s:
 2

02
0 

Tr
en

ds
 a

nd
 O

pp
or

tu
ni

tie
s”

, h
ttp

s:
//

w
w

w
.b

sr
.o

rg
/r

ep
or

ts
/ 

W
EP

-A
nn

ua
lR

ep
or

t2
02

0.
pd

f
32

 C
he

ng
, M

. (
20

18
), 

“8
 M

aj
or

 C
ha

lle
ng

es
 W

om
en

 F
ac

e 
In

 B
us

in
es

s”
, h

ttp
s:

//
w

w
w

.fo
rb

es
.c

om
/s

ite
s/

m
ar

gu
er

ita
ch

en
g/

20
18

/1
0/

31
/8

- m
aj

or
-c

ha
lle

ng
es

-w
om

en
-fa

ce
-in

-b
us

in
es

s/
#7

5e
0f

98
16

46
1

33
 U

N
 W

om
en

 (2
01

7)
, T

he
 P

ow
er

 o
f P

ro
cu

re
m

en
t: 

H
ow

 to
 S

up
po

rt
 W

om
en

-O
w

ne
d 

Bu
si

ne
ss

.
34

 IF
C 

(2
01

7)
, “

W
om

en
 E

nt
re

pr
en

eu
rs

 A
re

 E
ss

en
tia

l f
or

 P
riv

at
e 

Se
ct

or
 D

ev
el

op
m

en
t i

n 
Em

er
gi

ng
 M

ar
ke

ts
”, 

ht
tp

s:
//

w
w

w
. i

fc
.o

rg
/w

ps
/w

cm
/c

on
ne

ct
/d

76
23

44
0-

8b
b4

-4
82

7-
9c

e5
-4

70
dc

b6
f8

6b
1/

En
tr

ep
re

ne
ur

sh
ip

+
O

ffe
rin

g+
Br

oc
hu

re
+

Ju
ly

20
17

. p
df

?M
O

D=
AJ

PE
RE

S&
CV

ID
=

lQ
ps

6K
M

35
 U

N
 W

om
en

 (2
01

7)
, T

he
 P

ow
er

 o
f P

ro
cu

re
m

en
t: 

H
ow

 to
 S

up
po

rt
 W

om
en

-O
w

ne
d 

Bu
si

ne
ss

.

Annex 4



WEPs Transparency and Accountability Framework 23
Creating Transparency on Gender Equality to Transform Business 

W
EP

s
原

則
テ

ー
マ

考
え

方
と

設
定

根
拠

指
標

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
の

あ
る

調
達

方
針

や
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
の

た
め

の
能

力
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

じ
て

女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
を

推
進

す
る

こ
と

で
、離

職
率

、欠
勤

率
、定

着
率

を
改

善
し

、よ
り

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

職
場

環
境

を
創

出
し

、ひ
と

り
ひ

と
り

の
尊

厳
を

尊
重

す
る

労
働

条
件

を
 

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
36

。工
場

の
労

働
環

境
の

改
善

の
た

め
に

、行
動

規
範（

C
od

e 
of

 C
on

du
ct

）が
導

入
さ

れ
ま

す
が

、女
性

の
権

利
や

ニ
ー

ズ
が

シ
ス

テ
マ

テ
ィッ

ク
に

反
映

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

滅
多

に
あ

り
ま

せ
ん

。そ
れ

は
、女

性
特

有
の

状
況

や
ニ

ー
ズ

が
無

視
さ

れ
、

対
処

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

を
意

味
し

て
お

り
、企

業
に

と
っ

て
は

生
産

と
配

送
の

中
断

の
リ

ス
ク

、生
産・

流
通

過
程

に
お

け
る

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

、
非

効
率

性
と

い
っ

た
形

で
の

不
利

益
を

意
味

し
て

い
る

と
言

え
る

で
し

ょ
う

37
。

女
性

は
、サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

中
で

も
脆

弱
で

低
賃

金
の

雇
用

に
集

中
し

て
い

ま
す

。さ
ら

に
、世

界
的

な
賃

金
格

差
の

現
状

が
示

唆
し

て
い

る
の

は
、

同
じ

仕
事

に
対

し
て

、女
性

は
男

性
に

比
べ

て
少

な
い

報
酬

が
恒

常
的

に
支

払
わ

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

す
。企

業
が

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

に
対

し
て

最
低

賃
金

の
支

払
い

を
要

求
す

る
こ

と
で

、サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

が
性

別
に

関
係

な
く

す
べ

て
の

労
働

者
に

対
し

て
法

定
最

低
賃

金
を

支
払

う
こ

と
を

促
せ

ま
す

。残
念

な
が

ら
、最

低
賃

金
は

、従
業

員
と

そ
の

家
族

の
生

活
上

の
基

本
的

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
の

に
必

ず
し

も
十

分
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
し

た
が

っ
て

、企
業

に
よ

る
生

活
賃

金
へ

の
コ

ミ
ット

メ
ン

ト
は

、I
LO

が
提

唱
す

る
よ

う
に

、サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
す

べ
て

の
労

働
者

に
対

し
て

そ
の

国
の

平
均

的
な

規
模

の
家

族
が

基
本

的
な

生
活

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
の

に
十

分
な

賃
金

が
支

払
わ

れ
る

よ
う

努
め

る
こ

と
を

意
味

し
て

い
ま

す
。37

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
の

あ
る

調
達

は
、バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
全

体
で

の
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

を
推

進
し

、サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

の
多

様
化

を
通

じ
て

新
し

い
市

場
機

会
の

獲
得

と
リ

ス
ク

の
低

減
を

促
進

し
、ブ

ラ
ン

ド
イ

メ
ー

ジ
と

顧
客

ロ
イ

ヤ
リ

テ
ィ

の
向

上
に

寄
与

し
ま

す
。

品
質

、効
率

性
、コ

スト
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
損

な
う

こ
と

な
く

、ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
の

あ
る

倫
理

的
な

調
達

行
動

を
推

進
す

る
た

め
の

企
業

方
針

の
策

定
や

実
施

の
仕

方
に

関
し

て
は

、U
N

 W
om

en
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
ノ

ート
「

G
en

de
r-R

es
po

ns
iv

e 
Pr

oc
ur

em
en

t」
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。(
An

ne
x 

6「
参

考
資

料
一

覧
」)

• �自
社

単
独

で
、も

し
く

は
、業

界
団

体
の

活
動

の
一

環
と

し
て

、サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

や
ベ

ン
ダ

ー
が

継
続

的
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
を

推
進

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
能

力
強

化
の

サ
ポ

ー
ト

を
提

供
し

て
い

る
• �サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
ま

た
は

ベ
ン

ダ
ー

行
動

規
範

に
お

い
て

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
推

進
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

明
示

し
て

い
る

• �サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
す

べ
て

の
労

働
者

に
対

し
て

生
活

賃
金

を
支

払
う

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

が
あ

る
• �す

べ
て

の
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
に

対
し

て
、そ

の
会

社
の

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
す

べ
て

の
労

働
者

に
最

低
で

も
法

定
最

低
賃

金
を

支
払

う
よ

う
求

め
る

方
針

が
あ

る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
 

視
点

の
あ

る
 

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

広
告

や
宣

伝
材

料
は

、多
く

の
場

合
、既

存
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー・
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

を
反

映
し

、そ
れ

ら
を

強
化

し
て

い
ま

す
。2

8カ
国

で
行

わ
れ

た
調

査（
20

18
）に

よ
る

と
、消

費
者

の
53

%
が

、広
告

が
女

性
に

対
し

て
非

現
実

的
な（

あ
る

べ
き

姿
、理

想
の

姿
に

関
す

る
）期

待
や

 
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
を

押
し

付
け

る
こ

と
が

多
い

と
答

え
、5

0%
が

女
の

子
に

対
し

て
期

待
や

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

を
押

し
付

け
て

い
る

と
し

、4
5%

が
い

ま
だ

に
性

差
別

的
な

広
告

を
目

に
し

、不
快

感
を

感
じ

る
と

答
え

て
い

ま
す

38
。

同
時

に
、マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
と

広
告

に
既

存
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
規

範
や

バ
イ

ア
ス

を
変

革
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

を
採

用
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
上

の
意

義
は

拡
大

し
て

い
ま

す
。顧

客
ロ

イ
ヤ

リ
テ

ィ
の

向
上

、市
場

へ
の

リ
ー

チ
の

拡
大

、次
世

代
の

優
秀

人
材

の
獲

得
と

維
持

に
効

果
的

だ
か

ら
で

す
。消

費
者

は
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
の

推
進

を
間

接
的

に
サ

ポ
ー

ト
で

き
る

よ
う

な
ブ

ラ
ン

ド
や

企
業

を
探

し
て

い
ま

す
ー

75
%

の
消

費
者

が
、男

性
と

女
性

が
同

じ
能

力
や

役
割

を
共

有
し

て
い

る
こ

と
を

広
告

を
通

じ
て

表
現

し
て

い
る

企
業

に
対

し
て

好
感

を
抱

き
、5

2%
の

消
費

者
が

企
業

の
メッ

セ
ー

ジ
に

個
人

の
多

様
性

と
そ

れ
を

包
摂

す
る

姿
勢

が
見

ら
れ

な
い

と
他

の
ブ

ラ
ンド

に
切

り
替

え
る

可
能

性
が

高
い

と
報

告
さ

れ
て

い
ま

す
39

。

自
社

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

方
針

も
し

く
は

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

視
点

を
明

確
に

位
置

付
け

る
こ

と
が

、マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
と

広
告

で
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

表
現

を
避

け
、女

性
と

女
の

子
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

描
写

を
推

進
す

る
に

あ
た

っ
て

の
最

初
の

ス
テ

ッ
プ

で
す

。
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ・

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
は

、ジ
ェ

ン
ダ

ー
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

に
と

ら
わ

れ
な

い
表

現
、女

性
と

男
性

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

バ
ラ

ン
ス

の
尊

重
、進

歩
的

で
知

的
で

多
様

な
側

面
を

持
つ

、主
体

的
な

存
在

と
し

て
の

男
女

の
描

写
を

主
流

化
し

て
行

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。

• �ジ
ェ

ン
ダ

ー
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

に
基

づ
く

表
現

を
避

け
、女

性
と

女
の

子
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

描
写

を
促

す
独

立
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ・

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
針

が
あ

る
、も

し
く

は
、

よ
り

大
き

な
企

業
方

針
に

お
い

て
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
表

明
し

て
い

る
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W
EP

s
原

則
テ

ー
マ

考
え

方
と

設
定

根
拠

指
標

ジ
ェ

ン
ダ

ー
 

視
点

の
あ

る
 

製
品

設
計

と
開

発

製
品

の
設

計
と

提
供

の
際

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

を
欠

く
と

、既
存

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

格
差

を
増

長
し

た
り

、新
た

な
格

差
を

生
み

出
し

た
り

 
す

る
リ

ス
ク

が
生

じ
ま

す
。例

え
ば

、シ
ー

ト
ベ

ル
ト

、ヘ
ッド

レ
ス

ト
、エ

ア
バ

ッ
グ

は
、主

に
男

性
の

体
格

と
着

座
位

置
に

よ
る

自
動

車
事

故
ダ

ミ
ー

テ
ス

ト
か

ら
収

集
さ

れ
た

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

設
計

さ
れ

て
き

ま
し

た
。そ

の
結

果
、同

様
の

事
故

に
合

っ
た

場
合

、女
性

は
男

性
よ

り
重

症
と

な
る

確
率

が
47

%
、死

亡
す

る
確

率
が

17
%

も
高

い
と

さ
れ

て
い

ま
す

40
。同

様
の

問
題

は
、医

療
分

野
で

も
起

こ
っ

て
い

ま
す

。 
（

医
薬

品
な

ど
の

）製
品

を
開

発
す

る
際

に
、女

性
と

男
性

の
デ

ー
タ

を
両

方
揃

え
て

治
験

や
テ

スト
を

し
て

い
る

ケ
ー

ス
が

少
な

い
か

ら
で

す
。

企
業

は
、履

歴
書

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

や
顧

客
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
対

応
と

い
っ

た
ル

ー
テ

ィ
ン

業
務

に
機

械
学

習
や

人
工

知
能

(A
I)を

活
用

す
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。し

か
し

な
が

ら
、コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム（

画
像

処
理

シ
ス

テ
ム

）、
自

然
言

語
処

理
シ

ス
テ

ム（
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
）、

安
全

性
や

必
需

品
お

よ
び

必
須

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

、女
性

に
対

す
る

バ
イ

ア
ス（

偏
見

）が
潜

ん
で

い
る

こ
と

が
調

査
に

よ
っ

て
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
ま

す
。こ

う
し

た
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
設

計
過

程
で

、男
女

別
デ

ー
タ

が
欠

落
し

、女
性

の
デ

ー
タ

が
活

用
さ

れ
て

い
な

い
か

ら
、ま

た
、設

計
チ

ー
ム

が
男

性
中

心
で

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
が

欠
け

て
し

ま
う

か
ら

で
す

41
。そ

れ
が

、ビ
ジ

ネ
ス

上
、長

期
的

な
不

利
益

を
も

た
ら

す
可

能
性

も
示

唆
さ

れ
て

い
ま

す
。テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
調

査
会

社
の

G
ar

tn
er

は
、こ

う
し

た
デ

ー
タ

や
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

偏
り

、そ
れ

ら
を

管
理

す
る

チ
ー

ム
が

持
つ

意
識

的・
無

意
識

的
な

ジ
ェ

ン
ダ

ー
バ

イ
ア

ス
に

よ
り

、2
02

2年
ま

で
に

AI
プ

ロ
ジ

ェ
クト

の
85

%
が

ア
ウト

カ
ム

上
の

エ
ラ

ー
を

生
じ

さ
せ

る
だ

ろ
う

と
推

定
し

て
い

ま
す

42
。

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
の

あ
る

プ
ロ

ダ
クト

設
計

と
提

供
は

、新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
機

会
を

創
出

し
ま

す
ー

女
性

の
個

人
消

費
の

総
額

は
年

間
20

兆
米

ド
ル

で
あ

り
、最

も
急

速
に

成
長

し
て

い
る

消
費

者
経

済
で

す
。2

02
8年

に
は

世
界

の
裁

量
消

費
支

出
の

75
%

が
女

性
に

よ
る

も
の

に
な

る
と

推
定

さ
れ

て
い

ま
す

。し
か

し
な

が
ら

、ヘ
ル

ス
ケ

ア
や

ケ
ア

ワ
ー

ク
な

ど
、多

く
の

業
界

で
、女

性
の

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

や
商

品
の

開
発

が
十

分
に

さ
れ

て
い

な
い

、投
資

さ
れ

て
い

な
い

、と
い

う
現

状
が

あ
り

ま
す

43
。金

融
機

関（
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
を

含
む

）
な

ど
、投

資
す

る
側

の
意

思
決

定
者

の
大

半
は

男
性

で
あ

り
、女

性
の

健
康

に
関

す
る

研
究

へ
の

関
心

が
低

い
た

め
、研

究
開

発
に

必
要

な
資

金
調

達
が

進
ま

ず
、市

場
に

出
回

る
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

が
限

ら
れ

て
い

ま
す

。
国

際
金

融
公

社（
IFC

）は
、世

界
的

に
、女

性
が

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
小

規
模

企
業

の
資

金
調

達
に

お
い

て
3,

00
0億

ド
ル

の
資

金
ギ

ャッ
プ

が
あ

り
、

女
性

が
経

営
、ま

た
は

所
有

す
る

中
小

企
業

の
70

%
以

上
が

金
融

サ
ー

ビ
ス

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
不

十
分

、も
し

く
は

皆
無

で
あ

る
と

推
定

し
て

い
ま

す
。

資
金

ギ
ャッ

プ
は

、女
性

が
自

分
の

事
業

を
継

続
し

、成
長

さ
せ

、そ
れ

に
よ

っ
て

家
族

の
生

計
を

支
え

る
上

で
の

大
き

な
障

壁
と

な
っ

て
い

ま
す

44
。

• �製
品

の
設

計
や

提
供

に
包

摂
的

な
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

を
統

合
す

る
た

め
の

方
針

が
あ

る
、も

し
く

は
企

業
方

針
の

中
で

コ
ミ

ット
 

メ
ン

ト
を

明
確

に
し

て
い

る（
新

た
な

 
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

企
画

・
設

計
や

 
金

融
サ

ー
ビ

ス
な

ど
）

•（
一

部
の

業
界

を
対

象
）女

性
起

業
家

に
対

し
て

信
用

及
び

他
の

金
融

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、自

社
と

し
て

独
自

に
も

し
く

は
銀

行
や

金
融

機
関

と
提

携
し

て
提

供
し

て
い

る
財

政
支

援
や

投
資

の
割

合
•（

一
部

の
業

界
を

対
象

）女
性

へ
の

潜
在

的
な

リ
ス

ク
を

適
切

に
把

握
で

き
る

製
品

安
全

性
テ

ス
ト

を
実

施
し

て
い

る
・（

一
部

の
業

界
を

対
象

）既
存

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

バ
イ

ア
ス

が
A

I等
の

使
用

に
よ

っ
て

さ
ら

に
拡

大
す

る
こ

と
、ま

た
、女

性
に

負
の

影
響

が
及

ぼ
す

こ
と

を
避

け
る

た
め

に
、機

械
学

習
と

AI
に

関
し

て
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

か
ら

の
評

価
を

行
っ

て
い

る

6
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

の
あ

る
社

会
貢

献

企
業

は
、地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
投

資・
支

援
を

通
じ

て
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

と
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト

の
実

現
に

向
け

た
、

価
値

の
あ

る
、効

果
的

な
、責

任
の

あ
る

貢
献

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。そ
の

た
め

に
は

、自
社

の
CS

R、
フ

ィ
ラ

ン
ソ

ロ
ピ

ー
、ア

ド
ボ

カ
シ

ー
、

あ
ら

ゆ
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

戦
略

に「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
視

点
」を

主
流

化
さ

せ
る

こ
と

、そ
う

し
た

投
資・

支
援

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
の

成
果

を
男

女
別

デ
ー

タ
を

用
い

て
継

続
的

に
測

定
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。ま
た

、投
資

や
支

援
の

対
象

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

選
定

す
る

際
に

は
、選

考
基

準
に

暴
力

、ハ
ラ

ス
メ

ント
、無

償
ケ

ア
ワ

ー
ク

と
い

っ
た

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
か

ら
の

評
価

項
目

を
必

ず
設

け
る

こ
と

で
、

少
な

くと
も

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

既
存

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

差
別

を
強

化
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に
、ま

た
、可

能
な

限
り

、ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
や

社
会

規
範

を
変

革
す

る
取

り
組

み
に

な
る

よ
う

に
努

め
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

起
因

し
た

、男
女

で
異

な
る

人
権

リ
ス

ク
が

存
在

す
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、人

権・
社

会
的

影
響

評
価

は
し

ば
し

ば「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

」を
 

欠
い

た
形

で
実

施
さ

れ
て

い
ま

す
。2

01
9年

、国
連

の
ビ

ジ
ネ

ス
と

人
権

に
関

す
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
は

、「
ビ

ジ
ネ

ス
と

人
権

に
関

す
る

指
導

原
則

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」を
発

表
し

、人
権

デ
ュ

ー
デ

リ
ジ

ェ
ン

ス
と

救
済

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
す

べ
て

の
段

階
に

お
い

て
、ど

の
よ

う
に

女
性

の
人

権
を

統
合

し
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

を
主

流
化

す
べ

き
か

に
つ

い
て

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
示

し
ま

し
た

。ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
の

あ
る

リ
ス

ク
評

価
の

仕
方

か
ら

、ジ
ェ

ン
ダ

ー・
ギ

ャ
ッ

プ
に

変
革

を
も

た
ら

す
施

策
や

救
済

措
置

の
あ

り
方

が
明

示
さ

れ
て

い
ま

す
。現

在
、W

EP
sジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

分
析

ツ
ー

ル
を

活
用

し
て

い
る

企
業

の
う

ち
、ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

に
基

づ
く

人
権・

社
会

的
影

響
評

価
を

行
な

っ
て

い
る

の
は

わ
ず

か
9%

で
す

。
ま

た
、自

社
が

支
援

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

プ
ロ

ジ
ェ

クト
の

受
益

者
数

を
男

女
別

に
示

し
、公

表
し

て
い

る
企

業
は

わ
ず

か
12

%
で

す
45

。

• �協
賛

金
等

を
通

じ
た

資
金

提
供

も
し

く
は

 
プ

ロ
ボ

ノ
支

援
に

占
め

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

を
目

的
と

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

比
率

• �C
S

R
、 フ

ィ
ラ

ン
ソ

ロ
ピ

ー
、公

共
的

な
 

アド
ボ

カ
シ

ー
、あ

ら
ゆ

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
パ

ート
ナ

ー
シ

ッ
プ

と
い

っ
た

企
業

活
動

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

を
位

置
付

け
る

こ
と

を
独

立
し

た
方

針
も

し
く

は
よ

り
大

き
な

企
業

方
針

の
中

で
明

示
し

て
い

る
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A
nn

ex
 5
 

「
W

EP
s指

標
と

他
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
関

連
の

報
告

要
求

事
項

の
対

照
表

」
こ

の
表

は
、W

EP
s 

Tr
an

sp
ar

en
cy

 a
nd

 A
cc

ou
nt

ab
ili

ty
 F

ra
m

ew
or

k 
と

既
存

の
主

要
な

報
告

枠
組

み
に

お
け

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

関
連

報
告

要
求

事
項

の
関

連
を

示
す

も
の

で
す

。

W
EP

s 
In

di
ca

to
r

WEPs Gender Gap 
Analysis Tool46

Edge47

Bloomberg Gender 
Equality Index48

Equileap49

Global Reporting 
Initiative (GRI)50

UNDP Gender Seal51

2x Challenge 
Criteria52

Workforce 
Disclosure Initiative53

Gender and Diversity 
KPI Alliance54

World Benchmarking 
Alliance Gender 
Benchmark55

Sustainable 
Development Goals 
Indicators56

1a
経

営
陣

幹
部・

取
締

役
に

お
け

る
女

性
比

率
4

Ye
s

4,
5,

7
A

2,
 A

3
40

5-
1

Ye
s

Ye
s

11
5.

5.
2

1b
独

立
社

外
取

締
役

の
女

性
比

率（
独

立
社

外
取

締
役

を
設

置
し

て
い

る
企

業
対

象
）

4
Ye

s
1,2

,3
A

1
40

5-
1

Ye
s

Ye
s

Ye
s

11

2
各

従
業

員
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
男

性
に

対
す

る
女

性
の

基
本

給
と

報
酬

の
比

率
、重

要
事

業
拠

点
ご

と
5

Ye
s

7a
, 7

b,
7c

,7
d,

7e
40

5-
2

Ye
s

3.
4

Ye
s

19
8.

5.
1

3a
新

規
採

用
に

お
け

る
女

性
比

率
3,

 4
Ye

s
19

A
5

40
1-

1
Ye

s
5.

2
12

3b
昇

進
に

お
け

る
女

性
比

率
3,

 4
Ye

s
19

A
5

40
1-

1
Ye

s
5.

2
12

3c
育

児
休

業
取

得
後

の
定

着
率

、男
女

別
8

Ye
s

32
40

1-
3

4
暴

力
と

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

事
件

に
対

処・
対

応
す

る
た

め
の

、
守

秘
を

前
提

と
し

た
苦

情
処

理
、紛

争
解

決
、報

告
及

び
報

復
禁

止
に

つ
い

て
の

仕
組

み
や

手
続

き
を

有
し

て
い

る
10

Ye
s

45
C

17
6.

2
29

, 3
0,

 
31

, 3
2
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W
EP

s 
In

di
ca

to
r

WEPs Gender Gap 
Analysis Tool46

Edge47

Bloomberg Gender 
Equality Index48

Equileap49

Global Reporting 
Initiative (GRI)50

UNDP Gender Seal51

2x Challenge 
Criteria52

Workforce 
Disclosure Initiative53

Gender and Diversity 
KPI Alliance54

World Benchmarking 
Alliance Gender 
Benchmark55

Sustainable 
Development Goals 
Indicators56

5
従

来
、女

性
の

配
置

が
少

な
い

職
域

に
お

け
る

女
性

比
率

4
Ye

s
C

10
40

5-
1

Ye
s

13

6
従

業
員

の
研

修
の

平
均

時
間（

男
女

別
、従

業
員

の
職

位
別

）
4

Ye
s

40
4-

1
Ye

s
5.

1

7
女

性
が

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
企

業
か

ら
の

調
達

の
比

率
13

C
16

18

8
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

に
コ

ミ
ット

し
て

い
る

事
業

者
か

ら
の

調
達

の
比

率

9
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

お
い

て
生

活
賃

金
が

支
払

わ
れ

て
い

る
 

労
働

者
の

割
合

、男
女

別
B

6
3.

3
24

10
ジ

ェ
ン

ダ
ー・

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
表

現
の

解
消

に
向

け
て

、独
立

し
た

 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

方
針

を
策

定
し

て
い

る
、も

し
く

は
、企

業
方

針
の

 
中

で
姿

勢
を

明
確

に
し

て
い

る
15

33

11
製

品
の

設
計

や
提

供
に

包
摂

的
な

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
を

統
合

す
る

た
め

の
方

針
が

あ
る

、も
し

く
は

企
業

方
針

の
中

で
コ

ミ
ット

メ
ン

ト
を

明
確

に
し

て
い

る

12
協

賛
金

等
を

通
じ

た
資

金
提

供
も

し
く

は
プ

ロ
ボ

ノ
支

援
に

占
め

る
 

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
を

目
的

と
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
比

率
18

55
a,

 
55

b,
 

55
c,

 5
6

34

13
優

先
的

に
取

り
組

む
べ

き
領

域
と

そ
の

た
め

に
必

要
な

資
源（

予
算

、
人

材
な

ど
）を

特
定

し
た

包
括

的
か

つ
社

内
全

体
を

カ
バ

ー
す

る
 

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
推

進
戦

略
/行

動
計

画
が

あ
る

1
Ye

s
6

1,2

14
W

EP
sの

推
奨

報
告

指
標

に
つ

い
て

定
期

的
に

情
報

を
公

表・
開

示
し

て
い

る
　

15
ジ

ェ
ン

ダ
ー

評
価

を
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
Ye

s
D

19
1

16
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

お
け

る
女

性
比

率
を

増
や

す
た

め
の

期
限

つ
き

数
値

目
標

及
び

タ
ー

ゲ
ット

が
あ

る
1

Ye
s

8

17
従

来
女

性
が

少
な

い
職

域
に

お
け

る
女

性
比

率
を

増
や

す
た

め
の

 
期

限
つ

き
数

値
目

標
及

び
タ

ー
ゲ

ット
が

あ
る

3
13

18
国

内
法

令
や

IL
O

の
同

一
報

酬
条

約（
19

51
年

、第
10

0号
）に

 
沿

っ
て

、同
一

価
値

労
働

同
一

賃
金

に
関

す
る

独
立

し
た

方
針

が
 

あ
る

、も
し

く
は

、企
業

方
針

の
中

で
コ

ミ
ット

メ
ン

ト
を

表
明

し
て

い
る

5
Ye

s
19
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W
EP

s 
In

di
ca

to
r

WEPs Gender Gap 
Analysis Tool46

Edge47

Bloomberg Gender 
Equality Index48

Equileap49

Global Reporting 
Initiative (GRI)50

UNDP Gender Seal51

2x Challenge 
Criteria52

Workforce 
Disclosure Initiative53

Gender and Diversity 
KPI Alliance54

World Benchmarking 
Alliance Gender 
Benchmark55

Sustainable 
Development Goals 
Indicators56

19
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

研
修

、コ
ー

チ
ン

グ
、メ

ン
タ

リ
ン

グ
な

ど
、女

性
が

管
理

職
や

経
営

陣
幹

部
な

ど
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
 

就
く

た
め

に
必

要
な

サ
ポ

ー
ト

を
提

供
し

て
い

る
。

4
Ye

s
C

10
Ye

s
12

20
従

業
員

の
職

域
別

女
性

割
合

（
従

業
員

数
合

計
、

経
営

陣
幹

部
、

上
位

管
理

職
、

中
間

管
理

職
、

新
人

／
若

手
社

員
お

よ
び

事
務

職
レ

ベ
ル

）

21
雇

用
契

約
形

態
別

の
従

業
員

の
割

合（
男

女
別

）
Ye

s
10

2-
8 

Ye
s

22
年

間
の

離
職

率（
男

女
別

）
3

Ye
s

18
40

1-
1

Ye
s

14

23
年

次
業

績
評

価
の

一
部

と
し

て
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

推
進

を
含

む
 

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
&

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

に
関

連
し

た
目

標
が

 
含

ま
れ

て
い

る
管

理
職

/経
営

陣
幹

部
の

割
合

Ye
s

24
性

別
ま

た
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
連

す
る

差
別

と
し

て
対

処
さ

れ
た

 
事

案
の

割
合

2
40

6-
1

6.
3

5

25
性

別
ま

た
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
連

す
る

差
別

と
し

て
対

処
さ

れ
た

 
事

案
の

総
数

2
40

6-
1

6.
3

5
10

.3
.1

26
性

別
ま

た
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
連

す
る

差
別

と
し

て
取

ら
れ

た
 

是
正

措
置

の
総

数
2

40
6-

1

27
ジ

ェ
ン

ダ
ー

バ
イ

ア
ス

に
関

す
る

研
修

を
受

け
た

従
業

員
の

割
合

 
（

男
女

別
）

Ye
s

41
Ye

s

28
労

働
組

合
も

し
く

は
従

業
員

委
員

会
の

従
業

員
の

割
合（

男
女

別
）

8.
8.

2

29
有

給
の

育
休

を
取

得
し

た
従

業
員

の
割

合（
男

女
別

）
8

Ye
s

40
1-

3

30
有

給
の

育
休

を
取

得
し

た
従

業
員

の
復

職
率（

男
女

別
）

6
Ye

s
32

40
1-

3
20

A

31
介

護
者

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

利
用

し
て

い
る

従
業

員
の

割
合

 
（

男
女

別
）

8
Ye

s
33

, 3
6,

 
37

, 3
8

B
9

Ye
s

20
A

, 
21

, 2
2

32
主

要
な

事
業

所
の

す
べ

て
の

従
業

員
に

対
し

て
、保

護
者

ま
た

は
 

介
護

者
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

を
独

立
し

た
方

針
も

し
く

は
よ

り
大

き
な

方
針

の
一

部
と

し
て

打
ち

出
し

て
い

る
。

6
Ye

s
30

8a
20

A
, 

20
B

33
す

べ
て

の
主

要
事

業
所

で
利

用
可

能
な

有
給

の
産

休
の

週
数

6
Ye

s
30

8a
20

A
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W
EP

s 
In

di
ca

to
r

WEPs Gender Gap 
Analysis Tool46

Edge47

Bloomberg Gender 
Equality Index48

Equileap49

Global Reporting 
Initiative (GRI)50

UNDP Gender Seal51

2x Challenge 
Criteria52

Workforce 
Disclosure Initiative53

Gender and Diversity 
KPI Alliance54

World Benchmarking 
Alliance Gender 
Benchmark55

Sustainable 
Development Goals 
Indicators56

34
す

べ
て

の
主

要
事

業
所

で
利

用
可

能
な

有
給

の
育

休
の

週
数

Ye
s

30
8b

20
B

35
性

別
や

婚
姻

状
況

を
問

わ
ず

、保
護

者
や

介
護

者
へ

の
 

サ
ポ

ー
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
て

い
る

8
Ye

s
33

, 3
6,

 
37

, 3
8

B
9

Ye
s

20
A

, 2
1, 

22

36
全

従
業

員
を

対
象

と
し

た
、採

用
、定

着
、復

職
、昇

進
に

お
け

る
非

差
別

及
び

機
会

の
平

等
を

明
示

す
る

独
立

し
た

方
針

が
あ

る
、も

し
く

は
よ

り
大

き
な

企
業

方
針

の
一

環
と

し
て

明
示

し
て

い
る

2
Ye

s
C

11
Ye

s

37
す

べ
て

の
従

業
員

に
対

し
て

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
を

提
供

し
て

い
る

9
37

B
9

22

38
職

場
で

の
暴

力
と

ハ
ラ

ス
メ

ント
に

関
す

る
研

修
を

受
け

た
従

業
員

の
割

合（
男

女
別

）
44

29

39
労

災
の

事
故

の
男

女
比

率
　

11
G

R
I 4

0
3

40
IL

O
の

暴
力

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

条
約

（
19

0号
、

20
19

年
）

に
沿

っ
て

、
あ

ら
ゆ

る
暴

力
と

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
許

容
さ

れ
な

い
行

為
で

あ
る

こ
と

を
明

確
に

し
た

独
立

し
た

方
針

が
あ

る
、

も
し

く
は

企
業

方
針

の
中

で
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
表

明
し

て
い

る

10
43

C
12

Ye
s

50

41
DV

を
含

む
暴

力
や

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
被

害
者

に
対

し
、秘

密
が

 
守

ら
れ

る
形

で
の

支
援

が
提

供
さ

れ
て

い
る

　
10

30

42
職

場
で

の
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

事
案

に
関

し
、被

害
者

の
安

全
、セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、秘

匿
性

、保
護

を
保

証
す

る
ポ

リ
シ

ー
や

手
続

き
が

あ
る

10
C

17
30

43
和

解
契

約
に

お
い

て
、セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ント

の
主

張
に

関
す

る
 

秘
密

保
持

条
項

を
禁

止
す

る
ポ

リ
シ

ー
を

有
し

て
い

る
。た

だ
し

 
被

害
者

か
ら

の
要

請
が

あ
り

、セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ント
の

主
張

が
 

民
事

仲
裁

を
経

る
必

要
が

あ
る

場
合

は
そ

の
限

り
で

な
い（

国
の

法
律

に
よ

っ
て

任
意

選
択

。日
本

は
任

意
選

択
）

Ye
s

46
, 4

7
C

12
3

44
人

権
デ

ュ
ー

デ
リ

ジ
ェ

ン
ス

の
一

環
と

し
て

、ジ
ェ

ン
ダ

ー
視

点
に

基
づ

く
リ

ス
ク

評
価

を
行

い
、暴

力
と

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
含

む
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

を
特

定
し

、す
べ

て
の

従
業

員
の

安
全

と
保

安
を

確
保

し
て

い
る

45
性

と
生

殖
に

健
康

を
含

む
質

の
高

い
ヘ

ル
ス

ケ
ア

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
尊

重
し

、サ
ポ

ー
ト

す
る

と
い

う
全

社
的

な
方

針
ま

た
は

コ
ミ

ット
メ

ント
が

あ
り

、会
社

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
従

業
員

の
福

利
厚

生
に

反
映

さ
れ

て
い

る

12
26
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W
EP

s 
In

di
ca

to
r

WEPs Gender Gap 
Analysis Tool46

Edge47

Bloomberg Gender 
Equality Index48

Equileap49

Global Reporting 
Initiative (GRI)50

UNDP Gender Seal51

2x Challenge 
Criteria52

Workforce 
Disclosure Initiative53

Gender and Diversity 
KPI Alliance54

World Benchmarking 
Alliance Gender 
Benchmark55

Sustainable 
Development Goals 
Indicators56

46
女

性
従

業
員

50
人

あ
た

り
の

授
乳

施
設

の
数

47
欠

勤
率（

男
女

別
）

Ye
s

48
委

員
会

の
全

メ
ン

バ
ー

に
占

め
る

健
康

と
安

全
に

関
す

る
委

員
会

の
女

性
比

率

49
女

性
従

業
員

5
0

人
あ

た
り

の
適

切
で

安
全

な
ト

イ
レ

の
数

 
（

き
れ

い
な

水
、石

鹸
、生

理
用

品
な

ど
の

衛
生

製
品

の
廃

棄
方

法
を

備
え

たト
イ

レ
）　

11

50
従

来
男

性
中

心
だ

っ
た

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

女
性

を
登

用
す

る
た

め
の

 
研

修
、能

力
開

発
、教

育
、ネ

ット
ワ

ー
キ

ン
グ

、メ
ン

タ
リ

ン
グ

を
提

供
し

て
い

る
4

Ye
s

20
Ye

s
8,

 10

51
ジ

ェ
ン

ダ
ー

を
基

準
と

し
て

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
さ

れ
た

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

の
比

率
C

15
18

52
女

性
が

経
営

、ま
た

は
所

有
す

る
企

業
か

ら
の

調
達

の
金

額
や

割
合

に
関

す
る

調
達

目
標

が
あ

る
　

13
50

C
16

18

53
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

推
進

に
コ

ミ
ット

し
て

い
る

企
業

か
ら

の
調

達
の

 
金

額
や

割
合

に
関

す
る

調
達

目
標

が
あ

る
　

54
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
ま

た
は

ベ
ン

ダ
ー

行
動

規
範

に
お

い
て

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
推

進
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

明
示

し
て

い
る

14
C

15
15

55
自

社
単

独
で

、も
し

く
は

、業
界

団
体

の
活

動
の

一
環

と
し

て
、 

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

や
ベ

ン
ダ

ー
が

継
続

的
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
を

推
進

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
能

力
強

化
の

サ
ポ

ー
ト

を
提

供
し

て
い

る
14

15

56
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

お
け

る
労

働
者

の
従

業
員

の
職

位
別

 
男

女
比

率
24

57
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

す
べ

て
の

労
働

者
に

対
し

て
生

活
賃

金
を

 
支

払
う

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

が
あ

る
57

3.
3

34

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
57

 「
生

活
賃

金
」と

「
最

低
賃

金
」に

つ
い

て
IL

O
解

説（
Q

5ご
参

照
）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.il

o.
or

g/
to

ky
o/

he
lp

de
sk

/q
ue

st
io

ns
-a

ns
w

er
s/

W
CM

S_
75

54
48

/la
ng

--j
a/

in
de

x.
ht

m
#Q

5
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W
EP

s 
In

di
ca

to
r

WEPs Gender Gap 
Analysis Tool46

Edge47

Bloomberg Gender 
Equality Index48

Equileap49

Global Reporting 
Initiative (GRI)50

UNDP Gender Seal51

2x Challenge 
Criteria52

Workforce 
Disclosure Initiative53

Gender and Diversity 
KPI Alliance54

World Benchmarking 
Alliance Gender 
Benchmark55

Sustainable 
Development Goals 
Indicators56

58
す

べ
て

の
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
に

対
し

て
、そ

の
会

社
の

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

 
の

す
べ

て
の

労
働

者
に

最
低

で
も

法
定

最
低

賃
金

を
支

払
う

よ
う

 
求

め
る

方
針

が
あ

る

59
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
に

基
づ

く
表

現
を

避
け

、女
性

と
 

女
の

子
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

描
写

を
促

す
独

立
し

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ・

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
針

が
あ

る
、も

し
く

は
、よ

り
大

き
な

企
業

方
針

に
お

い
て

コ
ミ

ット
メ

ン
ト

を
表

明
し

て
い

る

15

60
女

性
起

業
家

に
対

し
て

信
用

及
び

他
の

金
融

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、自

社
と

し
て

独
自

に
も

し
く

は
銀

行
や

金
融

機
関

と
提

携
し

て
提

供
し

て
い

る
財

政
支

援
や

投
資

の
割

合（
オ

プ
シ

ョ
ン：

一
部

の
業

界
を

対
象

）

18
54

61
女

性
へ

の
潜

在
的

な
リ

ス
ク

を
適

切
に

把
握

で
き

る
製

品
安

全
性

テ
スト

を
実

施
し

て
い

る（
オ

プ
シ

ョ
ン：

一
部

の
業

界
を

対
象

）

62
既

存
の

ジ
ェ

ン
ダ

ー
バ

イ
ア

ス
が

A
I等

の
使

用
に

よ
っ

て
さ

ら
に

 
拡

大
す

る
こ

と
、ま

た
、女

性
に

負
の

影
響

が
及

ぼ
す

こ
と

を
避

け
る

た
め

に
、機

械
学

習
と

A
Iに

関
し

て
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

か
ら

の
評

価
を

行
っ

て
い

る（
オ

プ
シ

ョ
ン：

一
部

の
業

界
を

対
象

）

49

63
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

行
っ

て
い

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

直
接

的
な

 
裨

益
者

の
男

女
比

率

64
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
基

づ
く

基
準

を
用

い
て

評
価

さ
れ

て
い

る
コ

ミュ
ニ

テ
ィ・

プ
ロ

ジ
ェ

クト
の

割
合

65
C

SR
、フ

ィ
ラ

ン
ソ

ロ
ピ

ー
、公

共
的

な
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
、あ

ら
ゆ

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
と

い
っ

た
企

業
活

動
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
を

位
置

付
け

る
こ

と
を

独
立

し
た

方
針

も
し

く
は

よ
り

大
き

な
企

業
方

針
の

中
で

明
示

し
て

い
る

18
33

66
人

権
デ

ュ
ー

デ
リ

ジ
ェ

ン
ス

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

視
点

を
統

合
し

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

を
特

定
し

て
い

る
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